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事 業

今春来挙行中の各種記念事業は、 11月を以てその大半の行事を遂行する運びとなりましたが、下記諮古賀、表彰、

祝賀の各行事は、時間と集合の便宜上目と会場を共通にしました。会民各位はこの日を35年記念デ戸 として特に割

愛され万障お繰合せ 3 行 事共多数御参加あらん ことを切望いたします

ｾ￨＠ 念 講 演
言語E

E ヨ

下記の湿り記念講談会 を開催いたします。会員各位は素より多数御誘合せ御来聴下さ い、

1 . 日 時 11月M 日 ( 月〉鱗 - 5王寺

1. 会 場 大阪三越劇場Ｈ東区高庇橋 Ｒ 丁目三越 Ｘｾ 皆 Ｉ

1. 余 興

1 携 演

1  入場無料

三越新人落語、開会前30分 d

開会の辞 日 本 建 築 協 会 々 長 竹 腰 健 治 氏

不燃建築の促進大阪市主主築局長伊東丘郎氏

最 近 の 欧 米 建 築 に つ い て 大 阪 府 建 築 部 長 吉田安三郎氏

原爆と 建 築物 ( スライド使用 j 東京大学教J受エ博 武藤清氏

映 画 ト 戸 キ - r特許竹中式i曾酒工法J 最新編集の第一生命ピノレ其他 50分

会員並びに一般当E熔歓迎

記念事業講演部長 伊 東 五 郎

表 彰

ー 晶

ェ、

多年本会にｾｻし直接間接功労 ｬ 単き会員並びに関係各位に表彰状 ｫ 感謝状を贈るため芝生式いたします ι 役員委民そ

ω他関係各位は紫よ り会員各位多うま御参列下さる様切に御願い 申上げます

1 . 日 時 11 月24 日( 月) 1時- 1時30分

1. 会 場 三越劇場・( 高麗橋三越8階)

記念事業表章三部長 池 田 宮 彦

品兄 賀 奮

本会創立35年記念祝賀会会下記に より開催いたします。万障御繰合せ奮て御参加下さし、c

1 日 時

1 . 会 場

11月24 日 ( 月) 51時

三越7階 食堂

1. 会 費

1. 申 込

￥700門

11月21 日までに会賛否? 添えて申込

み下さし、。

記念事業祝賀郡長 鈴 木 末 尾
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( 京 都 ス タ ジ オ と 大 徳 寺 茶 室 )

10月号予告の通 り記念事業本年椋尾の見学会として撮彰所及び大徳寺国宝茶室 と新旧対照的 な見学並に傍石料理

4こよ る懇親会を下記要領で催しま すから満員にならぬうち早自に御申込み下きいっ

1. 見学場所 東映京都撮影所 ・松竹太秦撮影所見学

大 徳 寺 及 塔 頭 茶 室

1 . 日 時 12月6 日( 土〕、7 日( 日) 2 日間

1  集会場所 12月6 日( 土〕、午後1時新京阪嵐山終点前広場( 時間厳守〉

1 . 見 学

童書 1 日行 程 6 日 ( 土〉東映京者f . 撮影所見学( 午後1時30分一約1時間半〉松竹大泰撮影所見学

( 午後3時一約1時間半) 大徳寺、午後6時到着憾石料理. に よる懇親会等開催一泊。

7 日( 日〉午前中大徳寺塔思茶室見学、正午解散の予定。

( 希望者は引続き午後も茶室等見学〉

1.  見学所様記 東映京草花撮影所は京漏電車嵐山線太子前西北 3 0 0 mの位置にあり近代的な白亜のスタヂオは

京洛の地にくっきりとその美を 現わしている 。

松竹大泰彼影所は昨年下加茂の地より 、こ の地に移したものでゐり 、清水建設施工の スタヂ

オはその名を世に知られている。東の大船は近代的な作品 ｾｩ 止に出し、こ〉大秦撮影所は時

代劇j の傑作を製作している。新装なったスタヂオに就ては清水組設計部の西川政澄氏より御

説明を得、本J t 学に一つの撃をそ〉る事と 思う 。

何両撮影所見学の御斡旋をお寂した、阪大教授奥島正一氏、清水建設島田啓太郎氏、俳優

市川宥太衛門丈に対して厚〈感謝を申上げる。

大徳寺〈竜宝山〉は治北紫野に在り臨済宗大徳寺派の本山で、京都五山の一つにかぞえられ

今を去る 600 余年大俊国師を開基として建ち、宗教 ・美術 ・文学史上に有名でゐる。特に我

国の茶道は大徳寺に其の源を発したとも云われる程由緒深い 、 搭頭には有名な茶席が ＱＰｾ 越

えその他国宝等がゐる。

1.  会 聖堂 1，000円 宿泊料( 朝、昼、タ三食代懇親会費を合む〉茶席見学料、謝礼、茶菓子代ぞ合 む

但し交通費自弁の事。

1. 申 込 締 切 12月 4 日迄、 会授を? 添え て申込みのこと、但し予定人員に達 した時は先着順にて締切ますか

ら御諒[ 承願います。

記念事業見学部長 松 本 儀 八

記念出版地質国表濠約募集
刊狩出来なかったものを今次35年記念事業のー捕として

漸〈若干部数を出版する運びとなったので比機会に希望

記念事業出版部にては予市地質調査図表。建設資料使 者の予約に応予る事とした。

覧。建築と社会記念号集の溌干1I につき鋭意調査研究を進 土木建築関係者は; t より、企業家主主他各方面に一本を

めているが其内地質調査図亥の準備が完成したので近〈 推奨するに足るものと信子る 。希望者は至急予約申込下

出版する 。 きL、。

本設は大阪市内凡そ 450、神戸、西宮、尼崎、吹田 、 型 B 5  凡 1 8 0 頁 調査表 凡 8ao個所を

高槻、布施、入尾、堺、岸和 田 な ど 拡外各都市合計400 発行28年2月 中 予 定 定 価 ￥1，000. 00 会 員￥800. 00

個 所のボ{ リシグ表 と地耐力 の水位を記し各市各区別毎 予約申込は部数と佐所、氏名を記し、はがきで。代

に見取図を配し協会誌と同型グロース表紙で製本、優美 金は出版の上日 l換えの事。

でゐる。本f宮内容は本協会が20年前より苦心蒐集した葉 大阪市東区京橋三ノ七八大阪建陵会館内

m. な参考資料である。出版には多〈の経費を要し容易に 日 本 建 築 協 会 事務局

2  



奮万三展宅住衣若者

11 月7 日- 1 6 日 ( 10 日間〉午前10時 ~午後4時期
- "  

2 写

南海本線羽衣駅東南叉は阪和線羽衣駅東 ( 共 に約3分)場会

日本建築協会・大阪府催吉三

住宅金融公邸大阪支所 ・毎 日新聞社 ・南海電気鉄道 株式会社
を憂ー後

28戸 ( 27社出 品〕展示住宅

日本建築協会天神橋分室( 東区天神橋市節目大阪建設会館内〉申込ｾ付

申込用紙は羽衣展示会場 ・高島屋展覧会場 ・大阪府住宅; 課 ・本会天神橋 分室で配布いたしま す。
@  

展示住宅( 土地イりは求めに応じ即売いたします。
@  

件I住宅中には住宅金融公障から献資{ : > 受付て分殺するものもゐりま す。

申込者多数の場合は 11 Jl 17 日午後 2 1時本会事務所( 天利! 被分宅〉に於て公開拍せんによって買受者を決定 し

ますっ

@  

ベヘ

の 住 宅 展 覧 会

11 月11 日- 161'1 6 日'i} ，午前 ＱＰｾ ・ ｾ 午後 ＵＮＳＰ 時

I' fJ 海向島屋7階 ホ ー ル

大阪住宅復興促進協議会 ・日本建築協会。

大阪府・毎日新聞社 ・雨 海 電 気鉄道株式会社

@ 最近の海外並びに日本住宅紹介 (写 実 関 板〉

@ 大阪の住宅事情とイ主宅政策( 写真図板〉

@ 往生活の向上( 台所その他の設備を立体的に表わす〉

@ 羽衣展示会出品位宅図業主主ぴに本会懸賞募集の設計図案その他

れ か ら-
' -

個
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創立35年記念事業後援申込芳名

前号掲載後御申込{ e 受げました芳名ぞ列記し深甚の謝意を表します。倫御申込洩れの各位に対してこの際応分の御

協カを特にお願い申します。

昭和27年 10月却目

1，000 

1，000 

1，000 

5，000 

10，000  

1，000 

小計 44，000  

以上 (自 9 月21日至10月20日〉

2，000 

10，000 

1，000 

1，000 

1，000 

300 

1，000 

2，000  

2，000 

2，00。

謙

1，000 

2，000  

300 

畑東

株 式 会 社 東

赤 松

渋 谷 友

後 藤 和 太 郎〈績浜〉

株式会社 松 岡 組

株式会社 依 田 商 庄

内 外 工 業 株 式 会 社

浪速建材工業株式会社

林式会社三好板硝子底

記念事業委員長資金部長

組

修

;fn  

3  

申jる芳名並金額〈申込受付服)

日本セメント防水剤製造所

株 式 会 社 立 花 商 会

大 下 順 三 郎

汎 建 製 作 所

吉 崎 源 三 郎

三 田 建 築 事 務 所

伴 秀 雄

株 式 会 社 中 道 組

東洋建設工業株式会社

株式会 社 大 末 組
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奮 休 止

ヌド月は別項のJ i I l り記念事業祝賀会等数多い催しがゐりますので午後会は休止いたしますから御訪: 承願います。 12月

tま次号にて会告 主! i !

「アスフアルト防水とセメト防水工事j

バンフレツトが出来ました。

折角立派に仕上げられた建築物が防水工事の失敗から台なしになったり手直しで苦しむ例は我々の

周囲に少くなし、。之は一面建築家が此方面の智識に貧弱である本も老- えねばならぬ。扱て防水工法は

多種であるが大凡アスフアルトとセメント防水工法が両大闘であろう 。 この意味から此の両組合に稿

を托して出来たのがこのパンフレツトである 。 僅少の頁で細部 j主、; 壱; を尽す事は困難であるが建築技

術者の向上に役立つものと信じ敢て一本をお奨めする 。

一部定価￥60. 00〒￥8. 00 但し会員一部￥50. 00

「新刊パンフレツト 衛生工事」

現在の建築工事に衛生設備がし、かに重要な位置を占めているかは周知の通りである 心 従 l市建築家と

して此方面の智識を深める事は一層必要である 。 撚し忙しい笑務を持っている我々は専門書を論破す

る事は容易でない。このバンフレヅトは消火給水給湯排水通託、器具、汚物処理、改良便所の六項目

を夫々の専門家に執筆を乞い四六版80頁に簡結に納めたもので 匂づ投技術者の座右のみ・として推奨に値

するものと信ずる。

定価一部￥100. 00〒16. 00但会員一部￥90. 0。

以 上 27年 10月 発行

日本建築協会常設出版委員会 委員長 谷 口 倫 武

こ れ か ら の 住 宅 園 集 出 版

記念事業 η ーっとして今般南海羽交の一円地に主主設展示中ＩＩ祈住宅 ｾＸ 戸並懸賞必来した新時代のイ主宅設計入選佳

作図案20余種を B 5版 約80頁におさめ li 栄町責袋な図集が出来ましたa ーは優秀幾社27社が競うて設計実際 に建 築 1:1:¥

品されたもの、 ー は新時代の理想住宅索として一般に好評 ｾｴ 等している ｣

一 部 定 価 ￥200.0日( 会員1割引〉 〒￥30. 00 

申込む 朝日ピル事務所叉は天神橋分室

昭和27年11 月1日

日 本 建 築 協 会

4  



( 産顔合皇官ホ ーJ レ)

産業奮館ビルテイング

S ANGY O KAI KAN BUI LDI NG 

殴計 ・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 后

般計 IJ、 川 正 重量図 井 上 竜雄 構造 石周 五

位 置 大 阪 市 北 直 梅 田 町 2 0，2 1，2 5，2 7番 地



全 景

敷地面積 1475，57呼

坪 呼 坪

建築面積 建 坪 995. 54 ( 本館 884. 09 別 館 111. 45)

延 坪 7056. 26 ( 本館6678. 78 別館' ; 1，77. 48)

徳 造 本 館 鉄骨鉄筋コ γ グリ ート 進

別 館 鉄 筋 コ γ タリ ー ト造

階 数 本 館 地 下1階 地 上9階士喜屋生階

別 館 地 上4階

軒 高 本 館 最 高軒高地盤 面 ヨリ 102. 尺

最 高の高き 148. 5尺

別 館 49. 0尺

深 サ 本 館 20. 0尺

工 程 1. 昭和26年 3 月19日 起 工 式

2. 11 8 月15 日 杭 打 完 了

3.  1127年 3 月31 日 会館コ ングリ ー ト打

工事完 了

4. グ 7 月18日 竣工

設 備 概 要

温 度認整並換 気重量倫

夏期は乾球温度 90

0

F、 関係混皮60% のとき、宣言内を

乾球温度 80
0

F 関係混皮60% 或いは 85

0

F 、50% に冬期

外気乾球温度 32
0

F のとき室内 を乾球温度 68

0

F に調整

す る。温澗用筆気は総て外気のみを使用し室内からの再

循 環空気は使用しなし、。 外気は本館 6 階の泊所から取入

れ、 5階の安気 i!t 淋装置を経 ナニ後4階の各系統別に設官Eし

すこ復調装置を通して送気す る。

各室床面にはパネルコ イルを埋設して、冬期五期に適

当の温度に調節した温湯或は冷水ぞ使用することによっ

て温調空気と相まって調整きれ る。本設備の冷源として

は、地下室に2基の ( 170 トン及240 トン 〉総 410冷却ト y

2  

のタ ーボ式冷凍機と間熱源としてのセグシヨナノレボイラ

ー 2 健を設置し倫熱源として前記冷凍機を逆運転してヒ

ー トポンプ式 に使用出来るようにも可能でゐ る。

電 気 量生 備

3. 3 K.  V にて受屯し地階低気室 ( 1800 K  V  A ) にて

210V.  10 5 V に変庄し、電燈、動力、共に三相三線式に

て各事務所会館、及工場に供給する 、各階事務所及工芸み

の主要部分は総て後光灯照明、会館は間接照明を主とし

て採用している。

筒、工場及び会館関係並に廊下 、階段に( : f 非常用電燈

東面遠景



を設備し停電の際は地下発

電機室に設置ーした30 0 KV A

溌電機 2 基及蓄電池にて自

動的 に切替送電する ように

考慮してい る。

街 、 各部 屋、会 館、工 場

の平均照度は下記の通りで

ゐ る。

ピロ テ ィー 200/レツグス

H皆エ レベータ ーロピー 490

J レツグス 、各 階 エ レ ベ ー タ

ーロ ピー100ノレツクス、 ;:J工

著書室1501レツグス、工 場100

- 150/レツタス、会 館[50- 1

00ルツグス 、 階 段GOノレツダ

ス、 廊 下50ノレツグス 、倉 庫

501レツグス 、 望楼 150/レツ

タス。

衛生鮫備 市7}( 給水設備

市水道本1 3 ' 1こり口径3" 管

を引込み地下受水槽に貯水

し揚水ポンプ ( 3" X 15H P

x  2  fi ) より屋上貯水槽に

揚水、 同糟上り勤まえにより

-圃圃・

立 面

各 階 デ 、 ソ キ

、1 、、『

¥ 一一

'‘ 4・ 噌『 句

. _ 弘占』

アーケード西側より

3  



業務局カウ ンター

印 刷 工 場

新 聞 社 玄 関

営業局丸ルーパー照明

正面アーケードより玄関を見る

各所要筒所に給水す る。

井水給水殴備

1 日湧7l<i量 20，OJ O石 の聖Z弁を設置し ポ アホー ル ポ ンプ

にて揚水井7)<t ! : 砂槽に貯水 されたる もの を B グラリツト

急速滋過装託 ( 10，000石 2 基〕に よ り溢 過の上波冷房用

エヤワツシヤー及び冷凍機用 冷却水に使用 の土地下井水

貯水槽に貯水し揚7 l < ポンプ ( 4" X 2[jH. P x 2f i ) にて屋

上貯水糟に揚水、同槽より孟カ式により各所妥筒所に給

71くする 。

消 火 栓 般 備

4  

消火栓を開衿しすこる時圧力スイッチにより自動的に消

火ポ ンプ ( 3" x  20Hp .  x  1  f i )  ｾ起 動し変圧Ｗｬ＼ｾ送水す

ると同 時に原田l霊u-*. ぴ守衛 室に警報ペノレを警鳴す る外屋

外 3 ケ所に設置せるサイヤミーズコンネ グシ ヨン 1 ケ所

宛 と各階に別に各消防袈専用消火栓を設置する 。

給 湯 費 量 備

地階ボイ ラ Ｍ ｾ主給 湯専用の Ｈ セ タシ ヨナ ノレ ボイ ラ ー 〉

を設置し( ストレ ージ タング〉の「コイノレ」 に蒸気ぞうき

り自動温度調節弁により常に摂氏70

0

の湯水を作り復管

強制l循環式により所姿の箇所に給湯する 。



産経会館天井詳細

2 階社長室バルコニー側

9 階エレベータ一広間

排 水 重 量 備

1 階 以 上 の 分 は 夫 々 取 濃 め 汚 物 ポ γ 7"により揚水放流

す る。

昇 降 機 被 備

客 用 益 台 速 皮 毎 分 3501沢積載能力2500封 皮 シグナ

ル コ γ トローノレ式到渚予報. 灯 及 び ゴング並に

自働運転間隔拘整装置付

荷物別 1 台 速 度 毎 分 1501火積載カ2250封 皮 押 釦 に て

運 転す る。

3 階 喫 茶 室

ロビープラケット

エレベータ一広間灰皿

5  



車 歯 送 般 備

新 聞社干F類並に印刷物の発送の為に

1 階 - 2 階 問 に ニ ュ ーマテツクキヤリ

ヤーと コンペヤ ーを設り 、貸事務所用に

Ｑ 階 ＭＹ ｾ 皆にメ ー ルシユ ートを 設置する 。

弱 電 殴 倫

電話は局より 400回線を引込む。

機 械は新聞社用に 溌 着信両用 30菌、

溌信用 10菌、活信用 10菌、ピノレ用に溌活

信両用10菌、溌信用 10菌、着信用 10面

猶自働交換機は 600回線の能力を有し

中継台は4合8座席 を設医 す る。

6  

9 階 酒 場

特 別 食 堂

特別食堂ペンダン ト

F  

9 階 食 堂
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1 階

1. ヒ. ロ テ イ

ＲＮ エレペー Ａｴｾ ロピー

3. 宛 后

4. 新 聞 社 受 付

o. 客 淘 h

6. 総 務 局

7. 業 務 局

8. 印 刷 工 場

9. 印 刷l 事 務 室

10. 発 送 事 務 室

11 . 発 送 ホ F ム

12. 紙 交 場

13. 鉛 版 揚

14. 社 員 入 口

15. 企画、事 業、時 事 室

16.  j J レ ー ヂ

17. 機 械 室

18. 事 務 室

19. エア ーワツシヤ ー室

( 空気洗淋後室〉

2 階

1. エ レベ ーターロピ戸

2. 社 長 室

3. 貨 賓 室

4. 役 員 室

o. 秘 脅 室

6. 応 接 室

7. 編 集 局

8. 連 絡 室

9. 論 説 委 員 室

10. 校 関 室

11. ｾ ｰ＠ 昂IJ 局

12. 活 版 部

13. 紙 裂 製 作 室

14. 活 字 鋳 造 室

15. 平 版 室

16. 写 真 製 版 室

17.  印 刷 工 場 上 部

18. 宿 直 室

19.  医 局

20.  草案 局

21. レ ン ト ゲ ン 室



3 階

1. エ レ ベ ー タ ー ロ ピ ー

2. ・ 喫 茶 室

:3. 集 会 室

4 厨 房

5 会 議 室

6. 電送写真室

7. 電話交換機室

8  会 館 広 間

9. 会 館 客 席

10. 移 動 床

( オーケストラ ピット 〉

11. 舞 台

12. 作 業 場

1:3. 売 底

14.  ピノレ管理事務室

15. 写 真 部

16. 暗 室

17. 事 務 室

18.  調査部倉廊

19.  'u主 IJ li 下

4 階

1. エレペータ F ロ ピ {

2. 貸 事 務 室

3  会 館 広 間

4. 会 館 客 席

6. 客 席 上 部

6. 舞 台 上 部

7. 送 風 機 室

8. 事 務 室

9. 翠 重 量 室

10. 露 台

u  
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5 階

1. :r.・レペ F タ { ロピ ー

2. 貸 事 務 室

3. 客 席 上 部

4. プ ド 戸 市¥1

5. 浴

6. 楽

室

昆

7. 倉 底

8. 送 風 機 室 上 部

6 階 - 8 階

1. エレペ{ タ F ロピー

2. 貸 事 務 室

3. 湯 沸 湯

4. 空 気 洗 淋 機 室

5. 休 憩 宣 言

6. 映 写 室



9 階

1.  エレベーターロピー

2.  産業経済サーピス

ステー、V ヨ ン

3. 食 堂 支 配 人 室

4.  !I ロ
ー !I 

D. 待 合 室

6. 沼 J見

7. 洋 食 室

8. IJ 、 食 ー宮

9. 自己 2蒋 室

10. 厨
房

11. 事 務 Ei[ 

R.  1 階

「つ
1. エレベーターロピ{

8  
2. 食 堂 従 業 員 室

よ

r  

日 倉 JiII 

4. 送 風 機 室

事 .ーーr 附ーf ーn  E  

R. 4111t 

心o. 露 ti 

8  司r

R.  2 階

() .  無 電 機 宣

'7. 電 気 室

R.  3 階

8. エレペータ{ 機械室

9. 予 備 言E

10. 上 井 水 槽

R. l 階

R.  4  ｾ音

11. 望 楼 r一一一一 、 r . _ 1  

ι 国

ｒ Ｎ Ｓ ｾ 皆 R . 2階

13 



産業会館ビルの設計計画

J I[  正

大阪市の北部の中枢を東西に走る国瀞号線( 京阪神国

道〉と阪神電鉄軌道敷との間の不整型のこの敷地は綾能

的な新聞社# 屋建設地としては全市を通じて最も好条件

にあると云う結論に達したのは昭和25年の末であった。

これに産業経済並に大阪新聞本社の綜合機構と 1，600の

座席を持つ大講堂、及び上階の貸事務室、食堂と云ふ複

雑な性格をもっこのピノレ ディ γ グを一気に建設をする計

画である。

・ 敷地の南側国道 2 号線に面した関口はその巾約60尺

の丁度食道と消化器の関係の様に80尺程入込んで急に接

れている。この食道に当る部分より導入して総ての機能

の処理をして消化された製品すなわち刷り上った新聞は

北側道路に面した発送場より最短距離を以て大阪駅へ送

り叉南側表に間口のとれないこの敷地では自動車を建物

内へ導内して一方遥行で循環させる方針をとる以外には

解決の方法はなくこの建築の立体交通の中心であるエレ

ベータ広間迄約 100尺に渉って寧道歩道を並行したピロ

テイを以て処理する決意をしたので- ある。

. 40尺ワンスパンの10本の列柱で・約三叙JOトン の重量を

支える構造の問題、この為に 1 陪に於て百数十坪の貴重

な面積の犠牲等の課題は新聞社幹部の方々の良識ある御

理解と構造担当者の非常な努力によってこの建築の機能

的シシボルとする容姿と共に解決する事が出来た。勿論

表側東部に隣接するープロックの買収完了と同時に充分

なバ ーキγ グスペースや緑地を含む完成された全貌が出

現するのである。

かくて 1 階に於ける玄関広聞に各階それぞれの用途の

共還の中心として理想的な位置を占める惑である。

導入する草稿は総て西側別館との聞の余地を裏側道路

に廻転する。社用の率輔は別館 1 階ガレーヂを透過する

事も可能とした。

本館枢軌を東西に長〈南側の 突出部を ｾ型にとり工場

鵠堂を重ねて北側に聞置する形態は以上の諸条件の解決

に外ならないのである。

・ 新聞社の中枢である連絡、編集、整理、校関、組版

製版、紙型等の作業は 2 階の同一平面的に 11目次処理さ

れ、 1 階に降下した紙型により鉛版製造、印刷工程に入

り自動的に北側発送場へ輸送される。巻取紙は北側にて

地下へ受入れキャリア戸を以て輪転機に掛けられる。他

1 階に於て業務、総務の 2局、 3階の写真部、電送設備、

電話交換機室等の特殊部門と、 2 階ピロテイ上部を占め

14 

て役員室としその連絡と独立性を保っている。厚生施設

を主にする別館は 3 階を於てオ ーパプリツヂで連絡され

叉社員食堂及びトラツグガレーヂは北側道路をはさんで

配置されている。全館原動機関係設備は本館地階の大部

を占めている事は勿論空気苦言整の一部洗線、送風のユニ

ットは 5 階に配置している。

・ 講堂は即刷工場上部に二軍床で支えられ主階を 3 階

にギャラリーは4階より 5階に達している。既設のこの種

の講堂、公演場に比して特記すべき点は直径30尺のタ戸

ンテ ープノレを持つ関口 50尺、 奥行 40尺の舞台、最前部

2 列の固定席をそのまま舞台下へ引込む事により 50名の

プノレオ 【ケストラの演奏も可能である。 ピット、舞台照

明設備、無線中継設備の整備、金座席のラテックスシー

ト、特に断面型態及び仕上材料により音響誠整、下部工

場よりの防震処理に就いては特に留意しており、それら

の特性は後日報告するつもりである。 舞台上部後半は 6

陪のレベルで出演者控室、化粧室、浴室を設け直接階段

で舞台と連絡する。

議堂、広聞の面積は 3 階エレペータ広問、喫茶室への

一連を開放する事によりこれを補足している。この一連

の色震計画も総てこれに基いたものである事は云う迄も

ない。

- 基準階貸事務室はエレペ{ タ広聞を中心に共用施設

を集中して主軸部の束、西、突出部の南の 3 プロッ クに

大別され、これらの有効面積は基準尽面積の8 1 %を算出

する事が出来るのである。叉ノj、単位貸室の階は突出部は

西側の片廊下を、主戦部は広間より東側非常階段迄を中

廊下を以て連結する事により南北に柱間毎の単位室をと

る事が出来る。 この場合南側室は北側室より奥行は深く

なっている。

• 9 階食堂は基準階の軸部を利用し東部に客席を、西

部に厨房をl I i l 置してそれらを北側のサーピス通路で配膳

室へ連絡する。北側には特別食堂4室に区切られ1室に使

用する事により 100席の会食を表仮ト般食堂は200席を国

置する。

入口ロピーに面してタローグ及び酒場をもち他の部分

との対照よりオーグ生地を主調としたものである。

・ 屋階、塔屋はこの建築を性絡付ける望楼と無電通信

設備、食堂附属室等にあてられ、主軸部屋上はヘリコプ

ター発着の為の規格に準じた構造をもっている。

・ この建築は当初よりの条件により、色調計画を実施

していわゆるカラフルピルデイ γ グの突現を期したので

ある。機能的な新聞社作業は勿論の事日常の事務室にも

休息の喫茶室、各種演出する言語堂にも広聞にもその快適

と新鮮さを保持する色調を以て館内能率潜進に資する事

である。工事中に短期間ではあったがアメ V カの新建築

に接し得て、その主流である硝子とステンレスから受け

る冷たきはやはりその内部に色調によって補足されてい



る手法にも学ぶ所大であった。 ニューヨーグ より数回の まEに当初より一貫 して家具、装飾に至る迄総てを一任

国際電話を通じて現場との仕上の打合せの上 アメリカの して戴き獄後特記すべき建築の設計並に施工に於て貴重

基準色見本を空送した覚容などを想起す る。 な数々の体験と資草寺を得た事を両新聞社幹部の方々に御

.  かくて 1 年 4 ヶ月の記録的な短期間を以て昭和29年 礼申上げると共に、設計に対して力強く協力 して戴いた

7 月18日の盛大なる開館式にも 、 グこの建築が戦争の惨 同僚井上竜雄君、構造担当の石田正君、施工に就いて石

筈に対する勝利の象徴であり、単に欽と石の塔に止まら ? 可処太郎、山田義行君、空気司王盤計画に柳町政之助氏、

ず生きた文化の中心であるo I! .. .. . . と述べたマーフイ ー 防箆処理に就いて阪大構築学教室の御指迫によったこと

米国大使の言葉も単なる外交辞ネしでなかった事を期待し を記して電ねて敬意を表する次第である。

たいのである。 ( 筆者竹中工務庖設計部次長〉

産業会館ビルの構造所感

石 田 正

@  この建物の敷地の土質は地下約70尺位迄非常に湿潤

な砂交りの育粘土層で、荷重支持力は殆どないので、鉄

筋コングリートのペデスタルパイルを 800本ほど育粘土

の下の砂j面迄打込んで建物を支持させることにした。杭

の直径は43輝、支持力は誠荷試験の結果10t (克明耐力〕

として設計した。基礎は二1 l i スラフ' 式の平版基礎で、底

スラプの厚さ 1尺5寸、地中梁のWr r爵は 3尺3寸 x 5尺とし

た。杭は出来る丈柱周辺に打ち、杭の反カに対しては独

立基礎の取扱いをしたので、底スラプや地中梁の配筋l主

比較的少くてすんだ。地下室コ γ グリ{ トを打込んでか

ら9 階屋根スラプを打ち終る聞に約 3 極の沈下( 総沈下

盆〕があった。

@  設計図を御覧になれば判る様に、この建物は中央部

及び南部の出張った 9 階建の部分は事務所建築であり 、

北側の低い部分は上部がオ ーデイ トリアム、下部は新聞

社の印刷工場と云ふ風に中々複雑な機能を持ったもので

ある。印刷工場やオ { デイ トリアムは楼飽上広大な空聞

を必要とする為に、建物の構造体も南と 北では性格の異

ったものとなっている。 この建物の設計に際して、一応

は各プロックを初めから切り離 して夫々別の構造体とす

ることが考へられたのであるが、地下室のエキスメンシ

ヨン配分の防水の問題や、鉛宙苛震の相違による不同沈

下の惚れ等を考慮すると 、やはり全体をー ツの構造体と

する方が上策でゐるという惑になった。然 しながら この

様に平面形が不整形であり 、市も各部分の水平カに対す

る強さが異ると云う様な構造体に大きな水平荷震が作用

する場合には、各プ ロックの揺れ方が具るので、プ ロツ

グの取合部分や、或はその近傍の脆弱な部分にクラック

が入いるだろうと云うことは当然覚悟 しなければならな

い。市して破壊的な地震時に於て、建物の各部分にどれ

位の水平力が作用するかを予想す ることは中々六ツかし

い問皇室であるが、とにかく「各部分が別々に、夫々固有

の地震力に抗すればよいJ という簡単な旧来の考え方

で、各プロック毎に安全である織に設計をした。梨構の

柱と耐震壁との地震努断力の分担割合は、中央プロツグ

の規準階に於て5U %づつであり 、南プロツグの標準階で

は6 0 %と40%、 1 階では壁がないのJ で云う迄もなく 、柱

がすべての地震力を負担することになっている。

@  コγ クリート強度は 180K g/ C m
2

とし建物の室主主を

軽減すると共に、銅討の節約を計ったのであるが、結果

から云うと 、コ
γ

ダリート強度を上げても所要鋼材ρ

には大した影響はなかった。高層ピノレの重量の大部分は

床スラプと内外壁のコシグリ ー トの自重であって、これ

らの厚さはコングリ ー トの強度の高低には余り関係がな

い。従って架潟応力にも大した変化はなしただコンク

リートの許容応力が高い為に、柱や梁の断面設計にさい

し、その主筋が幾分少くてすむといった程度である。

@  中央プロツ F 屋上は将来ヘリコプタ ーの発着場とし

て使用出来る織に設計した。対象としたヘリコプターは

シコルスキ ー51 (全備重量2. 2路、4人乗) であり 、発着

時の衝撃係数を3 として設計した。

@  近頃高層ビルの下の方だけ鉄骨を使い、上部は鉄筋

コγ グリートだけで上ってゆくやり方( この建物も中央

プロツ州主3階迄、南プ ロツ川主4階迄しか鉄骨を使用し

なかったのであるが) が方々で行われる様だが、余り感

心しなし、。成程鋼材は1ip約されるけれども 、建物の途中

で使用鋼材盈を激変させる結果となり 、機造体に不連続

な部分を生ずるので面白くない。殊に地震カの影益事が大

きい建物下半習に於ては止めたいものでらる。

@  軒高102尺の制限内で錦皆を収めようとすると標準階

の階高は必撚的に10尺 5 寸位しかとれなくなるのである

が、これでは梁の成を強問中央で2尺、端部で 2尺 8寸位し

かとれず、下層の梁の設計に少なからず困難を感じた。

@  構造設計者はややもすると勝性力学に よる応力計算

の結果の数字にとらわれて局部的に或は過大、或は過/]、

の部材を設計し勝であるが、出来るだけ大所、高所から

着眼し建物全体として調子のとれた、安定感のある構造

体を設計する様に心がけるべきだ と云ふ事を痛感した。

(量産者 竹 中工;務庖設計部、技師)
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産業会館ビル

施工機械化に就いて

山 田 義 行

，. は し が き

終戦後の建築はー一般的に短期間. こ完成することを施主

より主要求されることが多L 、。それは建築資金の早期回収

と早期使用に迫まられて建築され、必然的に工程の短絡

を要求されるのであると思う 。然し建築施工方I去は戦前

と左程の進歩もせず、むしち戦前より・皮術の低下を来し

ているのである。叉建築施工に対しては機械力より従来

の慣習に依 : / A力に依存するのが多く、土木工事のよう

に函期的な機械化(t 行われてい危い。 この間宮を解決す

るには当然施工の機械Ｈｾを計るべきであるが、建築工事

は土木工事と兵なり立体的で作業がも愚生な為め、なかな

か機械化が計りにくい。叉機械筏術者のアイデアーに依

る機械よりも建築後術者によるアイデアーを提案して、

それを機械化されたのが一番利用率が良く突際的のよう

に思われる。かく考えて来ると建築施工の機械化はi談械

技術者にのみ依存せず、むしろ建築家自身で解決して行

くべきと思う。

当産業会却ピ J レ建築も頭初より短期間の施工を要求さ

れたのである。此の短期間の工程で施工するには従来の

施工方法では相当突貫工事で進行せねば完成出来ぬと考

えられたので次の計画に依って施工計画を立案した。

イ、全体工事工程を 100% として

主体工事期間 70 %  

写真 1 図はデイゼルエシヂンショベルに依る 瀕1J o

16 

r、可書

、三

写真 2 ベ デ ス タ ル 打

径 43c m 長き GL F 23M 

仕上工事矧間 3 0 % 

、
、

官、残業、夜間作業は纏力さけて定時作業を行なう。

ハ、機械力の高度の利用を計る。

ニ、犯方はエンジンショベノレを使用する。

ホ、コ γ F リ{ トはパケットコ γ ベヤ { を考案して使用

する。

以上の計画方針に従って施工を進め、幸いにして予定よ

り15 日間工期を短縮して完成したのである。

2. 掲 方

敷地内に旧建物の障害物が非常に多くショペルの全能

力を発揮出来ず、叉搬出自動車絡が自由に出期専なかっ

たが、入力に依る沼方よりも柑当の工程短縮が出来た。

ショベルは他作業にも相当利用出来、将来建築施工に

も充分利用価値があると思われる。

附表，. ショベルとスキ、ソプの作業比較表

目 | ショベル| スキップ| 摘 要

1 立埠当卒均人民 1  0. 17人 1 2. 2人

ぷ品ク一台の積 I  3 分I 15分| 沼3今1:ii 立埼

l 叩 M 立| 立l 隊書物が$ ，、第卒均

1 日 硝 奴 出 土 盤 ¥17. 95弄¥ 8. 1坪l 作業量が惑い。

|、白 目立| 立j

1 日 蹄 刷 土 量 | 抵 50蒜| 民 O呼:11 障害物の側、場舎。

3. コンクリート打

パケ Y トコ y ペヤ戸は左右辺尺の行動自由で、上下は



自由にE事動出来る。 ヒ・ ツ ト内の砂利をコシベヤーの重量

に依って掬い揚げられ、その跡、に向って自然に流れ込む

此のピッ トの深さは 2 m位 が 理i図的である。

コシペヤ ーは砂利と同じでゐるが砂中に水分を含み齢、

利のように自然に流込まない。土工 2名が図の如く掻込

んで揚げる。

竹中式パケ、ソトコン ベヤーの能 力表

恥

M

F
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E
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一

n
v

利

一

九

一

坪

秒

一

初

仕

一

物

一

山

政

ず

4

-

・
正

』

-

i

進

一

巡

名古

速 lた 30m/ mi n

パケ Y トの大き l 壬OGx  165 x  230 

活 動 機 5HP. A C :3平 1800R. P.  ｾＱ＠

チェ ーンピ ッチ 150 

減 速 V ペノレトスバ戸ギヤ ー

写 真 3 : 図はコ γ タリ{ ト釘作業場企景

左側の小豆はセメントサイロヒ家コ竹中式パケットコ γ ペヤー砂利、砂

各 2 名、セメシト 2名の少人民で作業が出来て能卒も 1 日30立坪は可能っ

( 1日811者間勤務)

写 真 4 図、w，示j 揚げを竹中式パケットコンペヤ { にて作業中

写真 5 右はトヲツ P より砂刺ヒ・ツト

投 入 中

コンクリート打で混合は全部機械作業

で土工の肉体的に疲労が少なく能率にも

影響がない。打込み作業で迎鍛率抑しが

一番疲労が早 L 、為め補j助員と作業位置の

交替に依って. 全体の能率が低下せざるよ

うに計った。

写真部 図、砂揚げ竹中式パケットコ γ ペヤ ー
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写真 8 図 l主セメ γ ト

サイロより運搬寧に

流し込む場合。

操作は右計涯器下部

の押釦スイッチで出

来る。計量は天秤式

1f 1量土器を使用し、決

定された: m. 去を自由

に計量出来る。

日付表 21まコンクリート打人員配置 表

位 官E
コγ ペヤー使用の場合 | 還搬車で骨材投入する場合

砂 剰 揚 げ |
2 人

3  0 人 遮減草 4台

砂 主易
2  }、、 1  6 人極限尊 4台

セメ γ ト投入 l  

2  人ピ〆Y トサイロ

より lli; 置の場合

4 人 袋λt . ><; /

トの場合

3 人
2 人

巡 抗Z 1  0 人
1  0 人

天すＧｒｾ均しｼ 4 人
4 人

1島 き 固 め |
5 人

も A

段 取 そ の 他 |
2 人

2 人

計
3 0 人

5  5 人

写真 7
図コ γ F リート打込作業

附妾 31まコンクリート打の比較表

名 称 Fλ ヤ { の 場 会 | 釘 の 法 !

I  0. 46 坪 i

1 人1 日の I  0. 58 立野 | 此 の 場 合 条 件 が i

平均作業最| ム-， I良〈モ !  

?! おなA I  3 0 人 I 5 5 人 j

「一一存在葵干τ 1時間外作業の場;

能 率 l併 は 低 下 し な 符 能 率 が 低 下 i

-一一一|一一一 - I-:I.lf百Z不王帯夜i

蹴二主将、f皮ーと二j

写真 9 図はミキサ { にセメントを投入の場合。比の場合セメ γ トサイ

ロよりミキサーヘペノレトコンベヤー式で搬入するように考えたが、人

員の節約にな らす¥ 叉故障と設係費{ > 相当妥する為めに中止した。
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4. セメントサイロ

特長イ、苦し袋が無く従って「ロス」がなし、。

ロ、調合が自由で正確な量目で混合出来る。

ハ、運搬が少人数で出来る。

ニ、袋代価が不要でそれだけ安〈購入出来る。

欠点イ、セメントサイロの設置場所が必要。

ロ、設備費が必要。

ハ、少量の場合は不経済なり。

5 あ と が き

施工の機械化は各作業に出来るが、工期を短縮するに

は物の運搬を機械{ じすることである。土を凋る事は土の

移動である。鉄骨を建るにも 、コ γ クリートを練るにも

物の移動であり運搬である。建築施工で最も工程上考え

なければならないことはこれである。先ず建築の機械化

を計るには此の物の運搬に就て機械を考案し使用すべき

と考えられる。

当産業会館ビノレ建築に際してショベル、スキップ、 パ

ケットコ γ ペヤー 、 ダンプカー 、荷物ヱレベータ{ 等を

使用しただけでも工期の短絡が出来た事は育iJ 述の通りで

あるから今後より良き機械を考案されたならば、 より一

段と工期の短絡が可能と思われるのである。

( 筆者竹中工務庖工務部次長)

建 築 家 の メ 毛 N o  1  ( 材料の反射率に就て〉

ロ

名 反 射 率 nE3 n  

名 反 射 率
ロロ

紙 ラワ γ

40. 0一一- 43. 0

ワγ トマシ 8 生 O 米 棺
41. 0一一- 4 4.。

ケント
86. 0 F レオソ{ ト塗米松

1. 5一一一15. 。

方眼紙 ( 1粍白) ( f，j j 緑印刷) 69. 8 茶禍色ラッカー艶出し仕上桜
10. 1一一一10. 7

白色吸感紙 表 79. 0 畳 類

11 

裏 7 8 1 1 一一…ぺ… 6. 0
11 

70.  0- - B5.  0  I  ( 新しき もの) I  30. 0一一39. 0

11 

77. 0- 89. 0 

i 圧搾板書買

11 80. 0- 85. 0 テックス

壬1. 0

新聞紙

50. 0ー 70. 0

ウオ{ ノレポ{ ド( 白色〕

81. 0  

鳥の子( 白)
73. 0 

11 
( 黄色)

63. 5 

鳥の子程村紙( 自口〉 68. 0- 80. 0 床仕上材料

91. 1  リノリウム( 禍色〉

13. 3 

鳥の子程村紙( 赤口) 80. 5 

( 普通一般に用うる 色の)

政判鳥の子紙( 浅黄色〉 71. 1  

11 (ρ 〉敷込12ヶ年使用

せるもの)
8. 1- 8. 3 

ｾ半 ｴｬ 鳥の子紙Ｈ向上Ｉ ( 平均厚手) 74. 0 11 
( 間前田色) 16. 0 

11 ( 浅黄粉波手) (ρ 〉
53. 0 

11 ( ρ) ( 同上泊拭直後〕 8. 2- 8. 5 

11 ( 族 色 ) β0. 2 
11 ( 緑色〉 7. 0 

11 ( 草色〉
60.  5  11 ( 百腹背色〉 5. 0 

U  ( 桃 色J
79. 8 11 〈灰色) ( 茶色密情ぷ〉

11. 0  

rノ ( 紅色〉
50. 盛 11 ( 明灰色〉

15. 0 

11 ( 桃色〉
71. 6  11 ( チヨ コレート色)

6. 0 

11 ( 茶 色 )
64. 6 11 ( テラ コツタ色) ( 赤茶色)

12.  '1  

11 (tr リ{ ム色〉
83. 0 ラパ{ シート( 波1 ; 色〉 9. 4  

11 (通事 色)
59. 0 11 ( 緑色) 12. 8 

11 ( 鼠色〉 52. 5 
11 ( チヨコレ { ト色) 7. 4  

11 ( 草 色 )
59. 6 11 ( 官民青色〉 5. 立

11 ( 浅黄色〉 61. 5  アスペストモノレタノレ〈赤色〉 20. 6 

木 材 11 ( 緑色) 18. 生

日本杉 ( 赤 妹 ) 28. 2- 42. 5 コ. ムタイノレ ( 灰 色) 21. 0  

米 杉 ( 白 太) 55. 0 11 ( 濃灰色) 12. 5 
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産業会館ピル冷媛房

空気調整に就いて

柳 町 政 之 助

A ま へ が き

産業会館ピ J レの冷緩房換気装置の計画を樹てるに当っ

て、特に次の諸点に注意を払った。

1. 建築の特殊性

産業会館ピノレは、新聞社、ホ ール、貸事務室及び食堂

集会場の四集団から成り立っていて、各々が夫々異った

空気状惣と使用時聞を要求している。新聞社関係として

は、 12合の高速輪転機を有する印刷工場を始めとし、紙

庫、製版工場、活字工場等の工場群と新聞社関係の業務

事務室等であり、ホールは舞台を有する。固定席16∞の

大いさを有し、食堂集会場は約 450坪の広さのものであ

る。これ等に対しては各々の空気状態と使用時聞を考慮

して、適当な系統別に分割することと、使用時間のズレ

等に依る設備容量の節約を計った。

Z  衛生的以室内状態

室内空気を常に清潔に保つことに就いては、特に留意

した。今迄の空気読鐙装置では、室内空気を賄盾環して

再使用するのが、普通の方式であるが、この方法は、極

めて非衛生的である。室内の塵挨が永い聞に開盾環風道

管の内側に積って汚層を形成し、その聞を空気が流れる

ことと、再循環空気の櫨過が不充分なため、室内の康

挨、臭気煙、細菌などを、かき姐してはぐるぐるまわ

していることし笑際運転に当って所定の外気取入口を

閉めていたりなど等のため、次第に空気が汚染されてゆ

くことは防がれない。 この装置では、特にこの点を考え

て、室内空気の再循環使用をやめ、使用空気は全部新鮮

外気を一度弁水で洗糠し、一度使用した空気は廊下等を

適して、全部屋外へ排気機を以て排棄することにした。

3.  快適な室内状態

夏冬の涼しさ 、援かさの感じ方に就いても一段の工夫

を援した。従来の対流のみに依る感じの外に副射の効果

を併用して、特に気持の良いものにした。 このために、

床にコイルを埋設して冷温水を通す様に設計をした。

その他床ヨイルの利点である温湿度の調節の簡易性、

蓄線、蓄冷をも考慮に入れた。

2  

一回一 _ c

U 司

.悶.

4. 簡 潔 な 装 置

装置全体は、再循環風道管がないため著しく簡単とな

るが、筒ほ一層簡単にするため、外気洗線装置、加彩、冷

却装置及び送風識を、建築のほぼ中心に設置した。

このため送風晶は短くなり 、徒に錯雑することなく納

まり、従って設備費の相当な節約を計ることも出来た。

B 建 接 の 概 要

建築面積 建坪 995. 54坪 ( 本館 館 4. ω 坪)

( 別館 111. 45坪〉

延坪 7，056. 26坪 ( 本 館 6，678. 78坪)

( 別館 377. 48.坪〉

構 造 本館鉄骨鉄筋コングリ { ト造

別館 鉄 筋 コγ グリート造

階 数 本 館 地 下 1階 地 上 司 唱 塔 屋 窃 皆

別 館 地上 4階

高 さ 本 館 最 高 軒 高 地 盤 面 よ り 102尺

最高の高さ 14. 8. 5尺

49尺

20尺
深

工

別館

本館

昭和26年 3 月19 日

11 11 8 月15 日

昭和27年 3 月31 日

11 11 7 月18日

地 鎮 祭

杭打完了

コγ" リート打完了

銭 工

さ

期

C 冷媛房空気調整装置の概要

この装置は次の空気状態が保持される様に設計されて

ある。

「 屋 川 湿 度

夏期

4早期

~

ト

ト

ト

ン

皮

シ

シ

セ

セ

セ

混
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-

・

ハ

温

似
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叩

内
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関

節

械

室

一
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氏

氏

氏
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セパ

皮

0
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皮卯

氏

氏

懇

翠

筒ほ印刷工場は湿度が75- 80パーセシトを標準として

ある。

この装置を用途別に分けると次の 3 通りとなる。

冷 媛 房 各事務室、ホ - 7レ、食堂集会場
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冷臨房 と給湿 印刷工場

給 排 気 鉛版工場、紙型室、活字鋳造、

平版室、変更室、冷燦房機械室、

厨房、更衣室、便所等。

この装霞を作用の上から分けると次の 7 つの主要部分

之なる。

1. " 令源を得る装置

2. 黙源を1尋る装置

3. 取入外気を処理する装置

4. 処理された取入外気を冷却或は加黙する装置

5.  冷却或は加殺された空気を必要な場所へ送 り込

む装置

6. 床 コイル装置

7. 給排気装置

1. 冷源を得る装置

地階機械室内に高砂、荏原弐 ! J - ポ冷凍機2台を設置し

これに依って必要な主主と温度の冷却水を連続的に得る。

吟刻水は冷水循環ボ γ プに依って 4 階設置の空気冷却器

. 及び各床コイルに導かれる。

冷 凍 機 容 量 冷 凍 ト ン 数 240 馬力 300 台数 1

グ 170 u  230 u  1  

冷却水循環ポ γ プ

4階空気冷却器用 口径 7吋容量毎分106立方沢

揚程 50択 25馬力 1 合

床コイル用 口径 7吋容量毎分130立方択

協程 55択 30馬力 1 合

2. 熱源を得る装置

地階汽縫室 内に鋳鉄製セ ダシヨナ J レ低圧蒸汽櫨 2 台を

‘据付け、石炭燃焼に依て発生す る' f/i . .汽を、温水力日黙穏に

・使用して、必要な盆 と温度の加撚用71<る得る。加黙用水

I ) i 循環ポンプに依って、 4 階設置の空気加熱器或は各床

・コイ ルに導かれる。

汽 縫 7912型 2 合

ス トーカー D.  1.  F 型 No. 550 3馬力 2 台

温水力日黙器 径 16吋 長 さ 10択 1 台

径 ロ吋 長 さ 4沢6吋 1台 ( 別館用)

循環ポ ンプ 4 階設置の空気訓燃器用及び床コイル

用は前記冷水循環ポ ν プを用いる。

別館用 としては

口径 2吋 容量毎分 6立 方 択 揚 程25日尽

1 馬力 l 合

f訂ほ本設備は石炭に拠らず、黙ポ ンプ理論に依って、

弁水を撚源とすることも出来る様にしである。 この場合

汽縫は使用しない。

3. 取入外気を処理する装置

6 階( 空気; 令土冊目黙器及び送風機室の上部〕に外気攻

入口と空気2先日深畿を設置し、冷房媛房に必要な空気の全

を此地で取り入れ、弁水を以て 2 国噴霧宅危機浄化し、

且つ予冷( 夏期〉予熱( 冬期) を行わしめ、然る後、空

気冷却及び加終器室へ送るものとす。洗練 に用いた井水

は夏期には冷凍機の コンデンサ ー水として再使用す る。

空気決勝機容量 毎分 5θ ，190.立方沢

第 l t欠噴窃ポンプ 口径 7i ! 寸容量毎分103立方択

揚程130沢 50馬力

第 2 次 グ 口径 7吋 容量毎分103立方沢

揚程60沢 25馬力

4. 処理された取入外気を冷却或は加熱する装鑓

洗} 保された外気は、 4 階の空気調整室に導かれ、此処

で各系統別に従って、 適当な状態に冷却脱湿〈夏期) 或

は加存在( 冬期〉される。冷却叉は加終器 と して銅製の プ

インチユ ープを使用 した。

5. 冷却或 iま加熱された空気を必要な場所に送り込む

装置

上記冷却、加穀穏と組み合わされ、各系統別に、必要

な場所へ必要な査の空気を送り込む装置で、送風機、電

動機、送風道管、空気吹出口 よ りなる。送風離は特に振

動、音響の発 しないシ ロツコ型を撰び、電動機は全密閉

型とした。風道管は車鉛板を以て製作し、外部は、木枠

を組み、外側をテックスを猿って空気層と相i突って臨調

とした。

空気吹出口は、必要に応じてノツズル式と 下向きデイ

ブユ ーザー式を使用 した。但しホ ールの壁面吹出 口は短

形の大型のものを採用した。

各系統は次の 5 つに分かれ、各系統の送風機、電動機

の大きさ及び風盆は次表に掲げた様なものとなる。

系統 | 用 途 |送風機番号| 電動機馬力 | 風 景

1' "  =  ｉＧｾｾＮ ， Ｎｾ ｷ＠ JI ｾＢＢＧ｟ＧＧＧＧＧＧＯ ｊ＠ I  ( 毎分立方吹〉

1  ホール G  ｾ＠ 10 1晶， 400

2  工 場 5  15 11，000 

3  1 - 3階 5  10 10，710 

4  4 - 8階 6  20 18，350 

5  9 階 3  5  4品，730

印刷工場には冬期の乾燥時用として給湿用空気洗糠機を
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送風系統図

設備してある。この空気洗臨機は、送風織等の容

の様なものである。

風 盆 毎分 24，000立方択

送風臓 No.  6  

15馬力

は次

送風臓用電動機

噴窃ポシ 7. 口径 2 1/2吋 水量毎分16立方l ! R

揚 程 609尺 3 馬力

6. 床コイル

床コイルは各事務所と工場の一部分及び 9階の食堂集

会場に施工し、適当な間隔で床のシ γ ダーコ γ グ H ート

内に埋込まれている。床コイルには夏期は冷水、冬期は

温水を通して、車高射効果と空気の温湿度の調整を自由に

行はしめる。

7. 給排気装置

冷媛房を行わない室に対しては給排気を行い、冷緩Hl 号

を行っている室に対しては、冷程- 房に使用した究気の排

24 

気を行う 。

給気装置は地階変電室、機械室に対して給気を行うも

ので、総風主主毎分8，650立方択3馬力である。

排気装置は各系統、冷緩房用の空気、工場、厨E号、便

所等の排気を行うもので、合計23台、38馬力の排気機を

設備して、毎分81，8∞立方択の排気を行う。

D あとf : J i き

本装置は、7月13 日から予備運転を始め、機械類及び、

空気分布等の訳墜を行い、 7月18日に開館をし、年間最

高の外気条件で、全く所期の結果を得た。殊に湿度は予

期以上に少なく 、極めて快適な空気状態を、笑現するこ

とに成功した。

最後に本工事は、竹中工務庖の小川正氏、石河亮太郎

氏芙他諸氏の御理解と御援助に負う処が多かった事を附

記して感謝の意を表わす次第である。

〈筆者高砂線学工業株式会社取締役社長)



配答断面図
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3 階

1 . エ レペータ{ ロピ【

2. 喫 茶 室

3. 集 会 室

4. 厨 房

6. 会 議 室
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14.  ピノレ管理事務室

15. 写 真 部

16. 暗 室

17. 事 務 室

18. 調 査 部 倉 庫

19. 渡 廊 下

よ

、

2 階

1. エレペ{ タ

ロピー

2  ヰ土 長 主

3. 賞 重量 室

4. 役 .A 室!

5 秘; 重F 蜜

6. 応 3妥 室

7. 編 集 局，

8. 速 絡 室

9. 論 説 委 具 室:

10 校 閲 室

11 fn 刷 局

12 活 版 害『

13.  紙 君 主 製 作 室
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Ｋ ｾ＠
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配 管 平 面 図
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姻 室

建 築 無 題 鎌

全 徳 信 治

産業会館ピルの特徴を一口に言えば新聞社と商業ピノレ 地方の修学旅行や団参の人たちは社会見学の意味で新院1

を綜合した点にゐり、その意味ではおそらくわが国はじ 製作課程を参観すると L 、う風に、これほど多くの人たち

めての新しいピノレと言えよう、そのおのおのが持つ使命 に無条件で会社内を開放している業態は一寸他に見当ら，

から言って二つの綜合成果がはたして完ベキであるかど ないであろう 。それ故に産業会館ピルの設計にあたって

うかは今後の建築界に残された大きな課題でなければな 一番頭を悩ましたのは新聞社をどうしづかたちて‘ 収める

らない。ことに産業会館ピルのア P セサリ { としては立 べきかということであった。率直に言って貸室には電話'

派過ぎる「産経会館J (ホ 戸ノレ) を採り入れたことも業 と便所、それに給水、給湯、照明設備があれば、それで

界の注目を惹いているようだ。もともと「産経会館」の 一応の用は果せるが新聞社となるとそうは簡単にし、かな

方は新聞社附属の集会室たらしめる小規模の構想であっ し、。新聞を印刷発行するまでの全行程をーケ所に手ぎわ

たのが外部の強力な要望にこたえるべくアレコレとプラ よくまとめることは至難なことで、アメリカのように発 d

シを練るうち、いつかあんな立派なものに変貌してしま 行部数が 5万、 10万部単位で、その製作行程も大半が機

ったのが真相て・ある。由来新聞社ピルの設計は仲々難か 械化されているのと違い、わが国では新聞の重大ポイ γ

しいもので、たとえば日刊紙の代表的なものになると全 ト的役割を果す活字拾いを人力にたよらなければならぬ

固に幾十、幾百万の読者をもっているが、この大部の説 ( 外国ではモノタイプ〉といって原稿をみながらタイ 7

者が新聞社のおとくいである以外にそれが直接の読者で ライタ ーを叩くような式に叩し、ていけば一入手に活字が ー

なくとも一般市民、府県民、広 くは全国民が新聞を通じ 連続して次点出す仕組) し、発行部数の多い新聞社とな

輿論の代弁者として平素新聞と精神的なつながりを持つ ると社内の設備は一通りやニ遥りの説明ではなかなか尽

が放に大衆は何新聞と言わず新聞社に対しては寛容をも し難い、それらを長初の設計に織り込もうとし、うので、建:

つてのぞみ、新聞社は一般大衆ことごとくに読者である 築委員が頭を痛めたのも無理はない。建築主と設す十者さ

如 く思惟しているのである。 らに工事従事者がお互に慎重と忍耐を持続したればこそ

国の宰相をはじめ国際人、知名土、 その他あらゆる階 め成果が家荘重告麗な産業会館ピノレを生んだので・ある。

層の人たちが折にふれ新聞社を訪問してゐいさつを述べ さて思い切ったデザインや斬新なスタイノレはわれ他人‘
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とともに望むところであるが、一つのピルを建設するに

は経費の限界があり 、制約が為るのは当然であって産業

会館ピルもその例外ではなく当初のプランと施工商での

喰いちがいが相当あったからとて不思議はなかろう。産

業会館ピルは工事務負者竹中工務自との話合いによって

工事費全額を英資計算方式によることとし、その間建築

主で賄えるものはすべて直後購入するといった風でー委せ

切りの工事費に比べると一応割安になっている。その代

り当方の建築委員主主に小委員の労苦が並大低でなかった

のはもちろんであるが建築にこうした計算方式があるこ

とを知り、大変よろこんだ次第である。

われわれが過去において体験したのは業者を呼んで・見

積 りを依頼すると適当な値段を出して来る。説明を聞け

ば妥当な見積りであるが、予算がないので、こちらの予

算範囲でやって貰えぬかと 言うと 、設計に大変更を加え

ぬ程度で0 ・K と来る。こうした行き方は一見甚だ不都

合のようだが、発注側にすればたとえ僅かでも値切れば

得だといった考え方があり、受注倶IJ にすれば他業者にと

られては面ヲにかかわることでもし 、うのか、採算を無視

した価持て‘ 応ずるとし、ラ意地があるらしし、。そして安か

ろ う、悪かろうの論理は紛が通っているにせよ 、発注側

に してみても自分で値を叩いておきながら、 しかしこん

な値段でよくやれると却って何か割切れぬ感情に捉われ

る場合がないでもなし、。市してーたんは損失を招いても

将来出入が可能となれば損失分を補成してなお充分の利

得があるという考え方で行かれたのではこちらがたまら

ない。一種の商習慣かも知れないがわれわれからは慈習

とよりみえない。

悪習といえばこれも未だどの世界にも残っている一種

の割戻し制度、建築関係で言えば工事請負主が下請に自

由わがままをふるまう慣習、もちろんよ層部の知ったこ

とではないが、工事詩負主の中幹部以下に下請業者が泣

かされる笑例はあまりにも多いようだ。所詮逃れぬ運命

とは云え、仕事: を貰 うためには、また現揚で工事進捗の

便宜を得るためには仰せこ. 尤もで‘ ついていかなければな

りませんとは、われわれが下請業者からよく聞かされる

述懐である。土建業界には他の業界に比してまだ封建的

要素が多分に伏在していると観じるのはヒ ガ目であろう

カミ。

これは本誌の読者である鈴々の業界には無関係のこと

だが、終戦後住宅難のふっていに付け込んでト、いわゆる

モ グリ土建屋が笈生し、彼らが如何に無コの民象を泣か

せているか、第三者のわれわれに憤滋を感じさせ られる

事例があまりにも多いのは遺憾である。常識で判断すれ

ば月賦住宅の頭金位の金で家が建ち、それが自分のもの

になる筈もないのだが、震にでもすがりつきたし、ほど住

宅難にあえし・でいる人たちは悪埼業者の深い企みとは知

らず、設計図を見せて貰っただけで手付金所か建ちも し

ない建築裂を前金でプツソリいかれるなどはお気の議と

いうほかはない。政治の貧困から来るとは言え、法網の

欠陥をついて困窮者を泣かせる術はない筈だ。

次にわれわれが土建業界に代って要望したし、のは取締

当局へ理解のある取締態度でのぞんでほしいということ

である。不幸にしてわれわれは門外撲の故に建築物法規

には盲目も同然無知にひとしし、。がそれにもまして当局

の思い付取締には業者は絶えずおっかなどツグリである

らしし、。業者の心境は例外なく建築主と共通なのはむ し

ろ当然で、取締当局にすればレツ キとした法規がある以

上、これを在げることが出来ないのもよく判る 、が今日

わが国の現状をもって果 して一点非の打ち所のない建築

物がそうたやすく出来るか、どうかを考えて貰いたL 、。

国の予算で賄うお役所のピノレでさえ切り詰められた予算

ではどうにもならなくて法規違反をそこはお彼所同志の

よしみでお自こぼしに預かっている状況であるのに、民

間建築に些少の違反があったから とて、これを厳重に追

及するのは酷であるように思われる。建物の一つ一つを

規絡にあてはめ都市美を形成するこ とは取締当局ならず

ともわれわれの常日頃念願するところである。

もっとも当初から脱法の心組で建てられた極度に悪質

なものが取締の対象になるのは当然であるが、良心的に
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設計されながら、それがよんどころない事情に災いされ くようだ。わが国の代表的盛り場として自他ともに許し

一部不完全な個所が出来た場合も同様、建築主の負担に ている東京銀座のペ ープメントが凸凹道の最たるもので

耐えぬような条件を固執するということは、犬、中都市 あることは知る人ぞ知る 、大阪駅前の道路がそうである 。

の住宅難加重に拍車をかけることにはなっても 、緩和す 建築の規正も結構だが、道路の整備はどうなるのであろ

るのに決して役立ちはしないであろう 。お役所のように う。道路は建築に比し大衆により密接に日常生活につな

年度毎に予算をとって初年度には敷地買収費、次年度に がっている。建築の規正の喧ましいのに比べて道路のみ

は整地費、さらに翌年度には建築費といった具合に計画 徒らに放置される姿、ここにもわれわれは国全体とでて

通りに工事を進捗させ得るところはよいが、そうではな 両者の取扱の相違に大きな矛盾を感じるのである。道路

く、変蜘艮まぐるしし、社会激動のまにまに新奇を追わな はむしろ建築に先行して整備されるべきものと思惟され

ければならない民間では一々法規に縛られていたのでは る。不法建築に躍起となるお役所が何故不法? 道路の取

商機をも逸し兼ねない。建築物の高さ、広さに応じそれ 締をやって善良な市民の足をより伏的にしないかを当局

ぞれ空地が要求されているが、隣近所に相憎〈空地がな に訴えたい。国家に、自治体にお金がないから道路の整

かったり 、またあったとしても 、それを貨収するために 理まで手がつかない、然し個人や会社の建築は法の定め

は土地だけではなく 、不必要な家屋までをポウ大な権利 があるので厳玄に取締らなければならぬというのは辻つ

金付で手に入れなければならぬという不合理、これは都 まの合わぬ話である。それともわれわれの言うことがあ

会で建築したことのある人なら誰もが痛感しているとこ るいは毘理窟であるかも知れない、富言多謝。

ろだ。 編集部から御注文のあった本題とは凡そ縁遠い、お座

それから木造と不燃性を問わず同一条件下に取締の統 なり原稿・になり読者のみなさんには申訳のなトものにな

ーを矧そうとする点にも無理がある。震災直後のように ってしまった。以上を綜合してわれわれが業者にお願い

都計がスム{ ズに進捗し得る態勢にある場合は絡別、概 したいことは、小さくは自分の住宅から大は工場、ピノレ

ね、既存住宅やピノレに伍して新、治、改築をしなければ に至るまで、その建設にあたって誠意を傾けてやって頂

ならない大、中、都市の現状では完全無欠な建物を要求 きたいというー誇に尽きる。設計の部分々々について詳

する方が無理ではないだろうか。だからといってわれわ しい説明を聞いても素人のわれわれには解らない面が多

れは現行法規を全面的に否定しようとし、うのはなく、国 い、建物は往んでみないと外観だけでは善悪の判定は出

家百年の大計樹立の見地から厳然たる一線は函すべきだ 来ない。それも自分一代でつきとめ得られるかどうかも、

が、時期的に多少のズレを見込んだ、つまり現突に即し 解らなし、。昔の大工や棟領ないし工芸家たちが残した立

た取締りを行わないならば戦後の復興はかけ声のみに終 派な建物には各人の精魂が傾けつくされている。名作と

らざるやの感を深くするものである。そうでなくとも戦 凡作とはつ くる人の技術もさる ことながら、その作に誠

後の大、中、都市にf主いわゆる不急建築が肩を並べ、肝 心がこもっているかどうかによって決定する のではなか

心庶民が要望する建築は雨夜の星を数えるにひとしい現 ろうか。たとえ肉体は亡んでも生前手がけた自分の仕事

象も省察さるべきだ。 は滅びない。故に古来の技術者は名を惜しんで作品に精

建築物と関連して道路の問題がある。なる程建物は年 進したのてあろう。よい仕事を残したいと希うのは宣白

々歳々美しく立派なものになりつつあるが悲しい哉、道 分一人の念願ではないと思われる。

路は首ーの ままどころか、年毎におんぼろの度を加えてい ( 業者産業会館ピノレディシグ副社長)
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る。

報 ・
( 補助金の交付申請及び交付の通知〕

- 時

大阪府耐火建築促進規則

昭和二十匂年九月二十九日

大 阪 府 規 則 第 五 十 八 号

告書 7 粂 補 助 金 の 交 付 ぞ 受 け ようとする者は、 当該耐火

建築物の建築工事着手前に、別記様式係 1 号による補

助金交付申鮪穏に別記綴式第 2 号に よる内釈明細書 2

通及び設計3 を添え、当 該耐火建築物の建築地域を管

事者する市長を経由して、知事に提出しなりればならな

的〉

L 、c

〈目

第 1 粂 この規1 ¥11は、耐火建築促進法( 昭和27年法律第 2・ 知事は、古1;;:; 買の規定により t是幽された申鮪むを審査

160 号n 以下法という〉第 4 条第 1 1頁の規定により指 し、適当と認めた場合は、補幼金の交付ぞ決定し、別

定されTニ防火建築帯の区域において、耐火建築物を建 醐 式 仰 号 に よ り 、当該市長ぞ経由して当該建築主

築する建築主に対し、法第 5 条の規定により、その廷 にその旨を通知する 。

築資につき、補則J 併 交 付 し て 当 該 区 域 内 の 耐 火 建 築 3  前項の規定により補助金の交付決定の通知を受けた

物の建築を促進し、 もうて防火建築構の造成を図るこ 建築主が第 1 項の規定により提出した補助金交付申制

l Ui<. びその添付主主類の内符を夜更しようとするときは

とを目的とする 。

別記様式第 4 ＧＡｽによる内容変更承認申鯖霊 ｦｾ 当該地域
( 用語の意義〉

係 2 粂 この規則iの用語の意義は、法に定めるところに ぞ管轄する市長を経由して知事に提出し、 その承認を

受りなりればならない。

よる。 、

4. 傍 6 条但 ill の規定により補助金の交付ぞ受けようと

( 補防金の交付〉

第 3 粂 補防金の交付は、予算の範囲内におし、て防火 する者は別記様式第 5 号による申務若手 2 通念当該耐火

建築帯の区域内において、耐火建築物ぞ建築する建築 建築物の建築地域ぞ管轄する市長を経由して知事に提

主に対し、その建築資について行う 出しなりればならなし、。

2 ・ 知事は、補助金の交付について必要な条件ぞイ寸げる ( 滑エ扇及び工程局)

ことがある 。 係 8 粂吉i I i 条第 2 裁の規定による通知ぞ受けた建築主は

3. 補助金は、予算の関係又は建築物の規模若し〈は用 別E己犠式事事由号による着工届及び別記様式係 7 号によ

途等により交付しないことがある 。 この場合において る工程届を当該耐火建築物の建築地域を管轄する市長

はその旨を告示する 。 ｾ経由して、知事に提出しなげればならな し、 。

2. 前演の工程届は、次の各号に当該するに亙ったとき

( 補助の対象〉

告書 4 粂前条第1 : ; 頁に規定する補I ! IJ の対象は、地上階数 その都度提出するものと する。

3 以上のもの若し〈は高き 11 メートル以とのもの叉は 1、 2 階塁走及び 3 階 床のコ γ P リ戸ト打が完了したと

基礎及び主要構造部ぞ地ヒ然 3 階以上の部分の増築を き又は、 これと 同等程度の工程に遥したとき。

予定した椛造とした 2 階建のものについて、当該耐火 2、 3 階墜及び屋根版叉は 4 階床のコシ F リート打が

完了したとき叉は、これと 同等程度の工程に逮した

建築物の地と階数 4 以下及び地下策 1 階以上の部分と

とき 。

する。

3、 4 階建及び屋根版叉は 5 階床のコ γ F リート打が

く補助金の限度〉

係 5 粂告書 3 条第 n 頁の規定により建築主に刻して交付 完了したとき又は、これと 同等程度の工程に主主した

する補助金の額は、法第 7 条第 3: ; 買の規定により建設 とき 。

大臣が定める耐火建築物と木造の建築物との単位面積 4、 建築物が完了したと き

当りの;係準建築費の差額の 4 分の 1 に相当する額に、 ( 指示監管〉

補助の対象となる耐火建築物の床面積の合計を乗じた 係 9 粂知事は、補1 ] )J金の交付の目的を最もよ〈達成す

額以内とする。 るため必重要があると認めるときは、その目的を迷成

〈補助金の交付時期及びその割合〉 するのに必要な限度において、当該補助に係る耐火

銘 G 条 第 3 条 第 1 項の規定により交付する補助金は、 建築物の建築主に対して必要な指示ぞ行い、報告役

当該耐火建築物の建築工事が完了した後において交付 の提出を命じ、又は職員を指定して当該補助に係る

する 。但し、知事は、必要と思める場合は、建築工事 耐火建築物叉は関係の物件若し< { ま設計図脅その他

の工程が当該耐火建築物の補助の対象部分となるコ γ の窃頬を実地検査させる こと がある。

タリ ー ト打工事を完了したものについて当該建築主の 2  前項の混定による実地検査におし、て、現に居住の用

申請に基いて、 補助金の入割以内ぞ交付する こと がゐ に供している建築物に立入るときは、あら かじめ、

33 



その居住者の承諾を得なりればならな L 、。 第 3 条 市は防火建築構の区域内に建築する耐火建築物

3. 銘 1: ! 買の規定に より実地検査に当る職只は、別記様 が、左の各号に該当するときは 、当草案耐火建築物のu

式傍 8 号に よる身分涯 を? 携構し、関係人の請求があ 築主に女、I し、 その建築について、毎年I J t 予算の範囲内

ったときは、これを提示しなければならなし、。 において補助金を交付する。但し、当該建築物の用途

( 補助金交付の取消、停止又は返還) その他 lこよ h市長が補1 ) } ) 金を交付する必要がないと認

係10条 知 事 は、補助 lこ係る耐火建築物について次の各 めるものについて はこの限 b でな し、。

号の 1 に該当 する 司王自があるときは、. 当該述築主に対 1、 地上階数 Ｓ 以上のもの棄し〈は高さ ＱＱ ＮＯｾ トル以

して補助金の交付 を取 b消し、若し 〈は停止し、又は 上のもの又は基礎及び主要構造部を地上第 3 階以上

交付した補助金の全部若し〈は一部の返還をすTすもるこ の部分の増築を予定した構造とした 2 階a の もの。

とが ゐる。 2、 地上階数 5 以下のもの。

1、 補助金を補助の目的以外に使用したとき 。 3、 延べ面積〈共同建築の場合 lま、各構えの延べ面続

2、 補助に係る耐火建築物が建築物の敷地、構造lk. ぴ 〉が 1500 平方メートル以下のもの。

建築設備に関する法律叉は これに基〈 命令奈し〈は ( 条件附補J l } ) )

条 例 ( 建築基準法修75粂の規定による建築協定を合 第 4粂市長は、必要と認めるときは、前条の規定によ

む〉の規定に違反して建築されたとき 。 る補助金の交付に条件を附すことができる。

3、 正当な事胞がな〈て、補助に係る耐火建築物の主主 ( 補助金の限!it)

築工事が補J l } ) 金交付の通知がゐった日から 3 月以内 第 5 条 第 3 条の規定によ b市が耐火建築物の建築主に

に着手きれないとき 。 叉はその完了が若し〈遅れた 対して交付する補助金の額は、法第 7 条第: 3 : ! 買の規定

とき。 によ b、建設大臣の定める耐火建築物と木造建築物と

4、 前各号の外当該建築主が、こ のま見 lllj の規定 又は こ の単位面積当 bの標準建築費の差額の 4 分の 1 に相当

の規則 lこ基〈知事の処分悲し〈は補助の粂件』こ違反 する額に、補助の対象となる耐火建築物の床面積の合

しナことき 。 計を乗じた額以内とする 。

( 補助金の返還等の場合の措置) ( 補助の対象〉

第11粂 知事は、前条の規定により 、補助金の交付を京 第 6 粂前条の規定による補助の対象は、耐火建築物の

b消し、若し〈は停止し、 又は交付した補1 ) } ) 金の返還 地上階数 4 以下及び地下生存 1 階以上の部分について

な命じようとす る場合は、 あらかじめ役面ぞもって通 市長が定める。

知し、当該建築主に対し、釈 明のため芯: 見を述ペ、lk. ( 補則J 金の交付申官庁及び交付の通知〕

ぴ自己のため有利な証拠を提出する機会を与えるもの 第 7 粂 係 3 粂の規定による補助金の交付ぞ受けようと

とす る。

附 員Ij

この規則は、昭和27年10月 1 日から施行する。

大阪市耐火建築促進条例

( 目 的)

昭和二十匂年十月一日

大 阪 市 餓 伊tl 1d五1 号

然 1 条 この条例l主、耐火建築促進法( 昭和27年法律第

160 -'!J. 。以下「法J という 。) 傍 4 条第 1 演の規定 tこ

よ b指定された防火建築傍の区域内に耐火建築物 を建

築する建築主 に対し、法修 5 条の規定 iこよれ その建

築につき補助金を交付して、当該区域内の耐火建築物

の建築を促進し、もって防 火建築織の造成を 図るこ と

を 目的 とす る。

( 用語の意義〉

第 2 粂 この条例におりる用語の意義は、法修 3 条の定

め ると ころによ る。

( 補助金の交付〉
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する者は、当該耐火建築物の建築工事に着手する前に

市長の定める手続によ h補助金の交付を申精しなげれ

ばならなし、。

2. 市長は、補助会の交付を決定しナニときは、文句; 仁よ

h その旨Q- 申 1iIi者に通知しなければならな L、。

( 補助金の交付時期)

第 B 条補助金は、当該耐火建築物の建築ヱ察が完了し

すこ後に 交付する。1ft し、市長が必要と認めるときは、

当該建築主の申官官によ b、建築工事の工程に応じ分割

交付することができる。
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電 市 的完 ・周回
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軍事 9 粂 補 助 金 を 交 付 す る 耐 火 建築物について、左のや

号の 1 に該当する司王由があるときは、市長は当該建築

主に対し、補助金の交付そ取消しその交付を停止し、

叉は交付した補助金の金書ｾ叉は一部の返還を＿命すもるこ

とカZできる。

1 、 補助金を補助の目的以外に使用したとき 。

:2、 補助に係る耐火建築物が、建築物の敷地、裕治]:k

ぴ建築設備に関する法律又はこれに基〈命令若し〈

は条例( 建築基準法第75粂の規定による建築協定を

合む) の規定に違反して建築されたとき 。

ミ3、 正当な理由がな〈て、補助に係る耐火主主築物の建

築工事が補助金交付の通知の日から 3 月以内に苅手

され; ないとき叉はその完了が悲し〈廻れたとき。

4、 前各号の外、当該建築主力主、この条例又は この粂

例の規定口基〈市長の処分恭し< ，ま補助の条件に違

反したとき 。

〈補助金の返還等の場合の翁置)

第 四 条 市 長 は、前条の規定によ b補助金の交付を取消

し若し〈は停止し叉は交付した補助金の返滋を命じよ

うとする場合においては、あ らかじめ当骸建築主に対

し、釈明のための意見 を述ペ及び自己のすニめ有利なIDE

拠{ > 提出する桜会を与えなげればならなし、。

( 指示、監督〉

悌 11条 市 長 は 、 補 助 金の交付・の 目的を述成するため必

要があると認めるときは、その目的を進成するのに必

要な限度において、補助金の交付を受げる耐火建築物

の建築主に対し必ｾな指示金行 い 、 報告訴の提出を命

じ父は職員を指定して当該補切に係る耐火定築物叉は

関係の物件悲し〈は設計図役その他の省主買を実地検査

させることができる 。

ｾＮ＠ 前項の規定による実地検畳において、現に居住の月j

に供している建築物に立ち入るときは、あらかじめ、

その居住者の承諾会得なげればならない。

ｾＮ＠ 第 1=! 頁の実地検去に当る職員 l立、その身分を示す鉦

梨を? 携帯し、関係人の鯖求があるときは、 これを提示

しなけれ』まならなし、。

( 条例施行の細目)

第 12条 この条例の施行について必長な事項は、市長が

持 者 得 作 撲 も 大 阪 ・ 東 区 沼 健 町 5 の 2 9 K K ケン トP

東 京 ・韓国小川' f 1( 三努ピル〉煎京ケントタ

御 引 受 し ます 名古屋 ・駅 前 泥 江 町 2 ノ I K K ケン トク

定める。

附 則

この条例は、公布の日か ら施行する。

昭和27年 9 月 日提尚

大 阪 市 長 中 井 光 次

大阪市耐火建築促進条例施行規則

昭和二十七年十月一日

大阪市規則前一0 八守

「補助金の交付申請手続)

第 1 条 大 阪 市 耐 火 建 築 促 進 条 例 〈 以 下「条例」という 。〉

係 7 条 第 p 頁の規定により補助金の交付を申紡しよう

とする者は、係 1 号綴式による耐火建築補助金交付 申

骨背骨に 、係 2 -! ，! ・様式による耐火建築補助金交付申請書

内釈明絢lill 正則 2 通 ]:kぴ設計符を添え、市長 tこ提出し

なげればならなし、。

( 補助金の交付の通知)

事再 Ｒ 粂粂似筑 Ｗ 条第 Ｒｾ の規定による補助金の交付の

決定通労1おの綴式は、第 3 号綴式による 。

( 計画変更の承認及び手続〉

ま再 3 条 建築主は、粂伊j第 7 条 第 2=! 頁の規定による補助

金の交付決定の通知を受けずこ後に 、係 1 条の規定によ

b提出しすこ耐火建築補助金交付申官官議及びその添付f

類の内容ｻ＾ｾ更しようとするときは、あらかじめ第 Ｔ

-'l} 綴式による内容変更承認申告青誌に よ れ そ の 変 更 に

ついて市長の承認を受付なげればならなし、。

2. t再1 条の規定 lま、前演の場合に準用する。

( 着工及び工程届〉

宮存 4 条 条例傍 7 条第 2: ; 買の規定により 、補助金の交付

決定の通知を受りた建築主が、当該耐火建築物の建築

に汚手しようとするときは、第 5 号様式による耐火建

築着工届を市長に提出しなげればならなし、。

2  前: mの規定によ h局げ出ナこ建築物の建築工事の工程

が左の各号の Ｑ に該当するに ￆ っすこときは、針 ｾＶ 号様

式による耐火建築工稜屈を、その事1 I l l . 市長に提出しな

げればならなし、。

1、 2 階控及び 3 階床のコシグリ戸ト打ちが完了した

とき叉はこれと同等程度の工程に逮しすことき。

2、 3 階壁及び屋根版又は 4 階床のコンクリート打 ち

が完了したとき叉は これと同等程度の工程に逮 した

とき 。

3、 4 階段]:kぴ屋根版叉は 5 階床のコ Y !l リ{ ト 打ち

が完了したとき又は これと同等程度の工程に逃した

と診
c" 。

岳、 建築物がしゅん工しすことき。

( 補助金の分割交付の時期及び割合〉

第 5 粂 粂 例 第 8 条但容の規定による補助金の分割j交付

( 補助金交付の取消、停止 叉は返還)

お



は、 当該耐 火 建築 物 の補 助対象部分の コ : / t J リ{ ト 打 ( 筏 式 〉

ち工事が完了したときとし、 その額 lま補助金の S 割 以

内 とす る。

官事 7 条 第 1 号 機 式 な レ し第 8 号様式は、 別表 に これを?

定 める。

〈委 任規 定 〉2. 補 助 金 の 分 割 交付 を受りようと す る建築主は、告書7

号 様 式 に よ る 補助金 分 割 交 付 申請書疋冨IJ 2 還 を、 市長

に提出しなげ れ ばならな レ。

策 8 粂 このま眼I[の 施行 tこ関 1-，、必要な事項は、 建 築 局，

長 が これ ぞ定める。

( 身分 証 明 書 の綴 式)
附 l l . lj

第 6 条 条例聖書11粂 傍 3 衰 の 規 定 に よ る 当 該 職 員 の 身 分
このま是則 は 公 布 の 日から施行する。

ｾ 示す ｬｩ 菜の 様 式は 、 古事 Ｘ 号様式による。 ( 縞 劫 の 対 象 を 定 め る 告 荒lま40頁 下 段 へ〉

、ｾｾ‘ＢＮ，Ｎ向ｾ、ｾｾ～Ｇ、， 、 ，ＮＮ，ＮＮ 、 ，ＮＧＢ 切符 ､ 戸、 ＧＢ 伸、戸 、，Ｍ九九内 ，、ＭＧＢＢＧＢ向ｾＭ供 Ｎ，ＯｉＧｯ､ＢＢＢＢＢＢＧＧＧＧＧ｟｟ＧＧＧＧＧＧ 旬静ｾ、内向向 .... Ｍ匂 ｒ ・ｾ負 ､ 内［ＮＮ，Ｎ，、，・札

尾崎理事のリスボ

ン便り

拝 啓

出 発 に 際 し ま し て は 御 厚

情 を 賜 り ま し て 有 が と う ご

まいました。リスポ γ 会 議

で は、各 国 共 特 に イ ス ラ エ

ル 等 、 と い う 国 迄、都 市 計

画 と 住 宅 建 設 に 熱 心 な る に

驚草 、 リスボ γ は 勿 論 ロ {

マ 、ハンプノレグ、チウリツ

ヒ、 ストツ F ホノレム 、叉 当 地

等 で そ の 実 況 を え て 感 心 し

ました。スヰス、 ドイツ、

スエ ーデン 、 :オランダでは

殺 が 学 生 時 代 に ア コ ガ レTニ

スタイルの建築ぞ見て、 な

つ か し 〈 感 じ ま し た が 戦 後

の 建築 で 未 亡 これと云うの

に出合いませぬ。御礼芳々

10月28呂

田本建築協会濯事各位様

(筆者 ・日建寂計工蕗位長)
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記念事業各部会

必』

ヨコE 務 ( 9 月分)

講習部会 1 日21E寺於朝日 、伊東部長外 5 名 出席経過 報

告後秋季開 l斑予定地を協議、 鳥取、米子、 関山、 高松、

新 居浜、広島、菜、海の 7 ケ所を予定地として協議した。

大 阪講演会は表彰祝賀会の 日を期し吉田部長清朝報告会

を予定した。

住 宅 部 品目 4時於塚本致問外分科委員

6 名集合。羽衣展示即売申込者に関する細部協議。

6 日10時中野総務部長日野委員 、大和常務理事、戸 JII

記、羽衣住宅建設現場視察遂行状況検分、

促進方協議3

13 日E 午朝日中野、 吉宗本外12名部会 開催。 羽衣住宅J i n

売其他展示会詳細打合せ。

16 日2時於府住宅梨、 塚本、 致問外小委員集会譲渡手

続協議。

これからの住 宅展 J 2 日1. 30分於南海鉄道K K 四階会

議 室、協会慣例、林、池田逮楼、大和理事大阪府住宅復興

協議会、伊藤疋、塚本、宮脇委員並後援者側ij 南海電鉄部

長外高島屋宣伝部長出席 11 月11 日開展につき種々協議し

Tこ。

17' 日4時朝日中野、 小 林、 治毘委員9↑ 数名協会出品物を

一等入選台所セットモデノレノレ{ ム作製方協議した。

定例理事会 10月2 日於朝日東畑副会長外8名出席 、評

議員富士三原清治者に対し黙議後開会 、評議員一名補欠の

件 ( 欠員の鐙とする )

大阪建築士会申越の建築講習会共催承認入退会詮衡諸報

告

定 例 午餐会 18 日疋午於中央電気 クラ プ

12時30分二階別室着席、本日世話係として電気部門代表

浅海理事閉会挨拶後食卓開始、食後東芝新しい照明につ

い て伊東大坂建築局長より耐火建築問題につき講演ゐり

ー は、アメリカ及日本の祭光灯其他につき 、ーは目前に

建材審査委員会 10 日3 - 5時朝 日竹内孝外出分科会開

催、和 歌山スレ ー トにつ き審 議、 18 日0. :30於朝日置塩委

員長外名 出席、新 規 申出サンウオ ーノレにつき説明聴取、

ν ヂスタ ーにつき分科会報告、 スレ - ｾ の 件 分科会報告

説明の件承認、 ウオータイト 品等証明 1 年延長方 申越の

件諒承認した。

編集委員会 20 日2時朝日に於て中村t問委員長外8名出

席 11 月号並12月号編集企画協議、10月号より色彩版掲載

を定め、倫予算面色考慮して編集方ぞ議した。

教育委員会 24E13時朝日於て、 鷲尾委員長舛6名出 、

米国学生作品展開催の件、建築技術者教育の問題に就て

座談会の件、会誌 「建築と社会」に教育的講座開設の件

等協議す。

大阪銀行新築見学会 19 日 4 5寺より今鍍新築洛成の備

後町大坂銀行建物見学舎会勢委員会主催でなす、当日会

する 者 凡 ＷＰ 名 、 Ｑ ｾ 皆営業室より Ｒ Ｑ普集会所に ｾｊ り休憩 、 岡

本広氏委員本 自の挨拶ゐり 、 白建設計近藤氏並大林組谷

一郎氏より 説明後地障会館見学。

》旬、'"、Fν 内J 、戸、~‘ ".."."'"、《ザ、，、'"、〆、内、'"、A ‘ v、.-、〆、~句、，、

雑 報

2 日 大和理事、沖図書記同伴住興 〈御堂筋) 訪れ住

江織物見学交渉。

3 日 はと号にて会員吉田安三郎氏欧米の旅に出発さ

る会員多数見送る 。

3 日 ＲＭＳ ｾ 寺於朝日大阪府建築士会役員会開催。

3 日 岳時から於朝日エ学院大学校友会谷民蔵、 松本

与 作 氏9卜会員多数会合3

8 日大阪府副知事より招待晩餐会に接し会長、副会長

不 在、 中野主記理事外出席、懇 談。

11 日 はと号にて会員尾崎久E型人 向精作太郎 2 氏大阪

ｾｾ州に旅立された の

15 臼 青木主記、大和常務理事、東焔副会長訪問建材

部後媛会費の件につき懇談した。

町 一一一一

相 五L ii'iil 

迫 る ( 10月より実施〕耐火建築補助金問題で共に有益な 土 地 譲 り た し

宮古でゐった。 住吉区帝塚山西三丁目 ( 南海高野線、帝塚山徒歩一分〉

終って竹護会長、議符並参加者に謝意を表し、 2 時半 叉上町線帝努山三丁呂五分)

散解したo H ill 平 坪 @ ￥3，500. 00
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換房媛

宣伝議会館ピル冷煩房 工事 施 工

冷

ピノv 7 階大 阪 市 北 区 中 之 島 朝 日
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産 業 会 館 ピ J レ 塗 装 工 事 施 工

塗装工事請負業…. . . . . . . . . 建築、橋梁其ノ他

-・・・・圃

--
木 塗 装 底

代 表 者 三 木 一 男 相 談 役 三 木 一 二

営業所 大 阪 市 西 区 新 町 通 三 丁 目 一 六 番 地 電話新町 ( 53) 2618番

電話神田 ( 25) 1248番
出張所 東京都千代田区神田淡路町一丁目一五番地

-司.

自由に闇震を歩ぃτ

① 附

大阪市東淀川! [ 十三東ノ町四 J ' lI-

10月号記事訂正

和め山市築港

官 話 1895

0 和め山ズレート

万 能 岸1産党失見( 帰京日盛ノ信頼出末ル)

任意ノ魚主主伺都が主主; : ; . . / 央定ス. 円主1

主休ノ¥透明セルロイド・アグリライト.

縦四能率ハ泉大ユ発揮サレマス.

土木・建築・電気・掛減・等技術家ノ/ 広場署ヂ7リマス

合 成 樹 脂 製 品 ノ 工 作 /  

新興成料・令点」樹脂ノ抑断ｾｾ刻

等殺害十ェ基キエイ乍 守掠シマス・働問命 下サイ.

ゐ る 会 話 飯田精次郎

頁 及 行 | 足 |  際

10月号掲織の 「法隆寺復原問題」 と「ゐる会話」の文

2  1 頁 の | 岸田日出刀 | 岸同日出刀

中に浪植がありましたので、こ、に訂正致します。 係

法 隆 寺 復 原 問 題 藤 原 義一

頁 及 行 ! 疋 |  娯

より 1 3 行 I......R 根 | 尾 根

J J 頁 左 上 I I  

より 2 1 行 | 婆 の 虹 梁 l  索 の 虹 梁

左 下 よ り | ・ |  

1 8 行 !  (東大教授) !  ( 元法隆寺所長)

藤原さんの文中に ( 11頁の終り頃〉金堂の屋根は室長葺

でゐったし、叉模型も宣喪主革であるように脅かれ、 叉池田

谷氏の文中 ( 12頁右下方〉にも同様の趣旨が凡えるが、

これは恐ら〈は古い天沼さんの復原案によったらしし

突は、はっきりした資料によって、 f袈聾でな〈入母屋だ

ったことが明かにされています。( 学会誌昭和2 4年9 月号

等浅野清〉ー鮫に誤解を生じないよう、 一 寸御知らせ申

上げます。 ( 林野〉
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編集後記ー …Ｂ ｪｑ ｲＯＯＯＯＧｾｾ ｡ … ＮｲＯＯＯ ＯＯＯＯ｢ ｾ ｾＧｾ￺ｚ ｉＮ Ｎｪ＠ ￸ 開ＧＯＯＯＯ Ｏｬ ￆｬ ｆｬＯＮＱＧ ｨ ＧｬＯｊ刷物ｾ Ｎ ＱＷＮ，仰 圃 ｲｬＯＯＯＮＧＩＧｉＡＮ 似 ＮＧｉＮＯ，ｉ， ＧＯｊￆｖＯ［Ｇ ，Ｎ ω

前月号の法隆寺特集号は、会員各位の多〈の街l批評が

生れたが、 f苛、考古学、歴史学方面の露骨税を頂き皮〈編

集委員会としては 、紙面の都合上掲載共出来なかった事

を残念に思い 、 あの号で我がｾｾ得 ｔ ことは患っておらすＧ

f育、今後も比の問題に取組み、よりよき法隆寺復原を希

ものである。

きて以前より予告の通り、産業会館ピルの特集を御贈

りする。只今協会の創立36年記念事業で多忙を極めてい

る為、益t=1i可かと 3座れ勝で会員各位に 申訳な L
、。

大疋 6 年、片岡先生を中心として 、大阪ホテノレカ
Z
瓜瓜

の声を上げて以来35年、その多の〈業績を? 反省する時、

如何・に各位の周囲に何ものかを脈々として感すe るものを

知るはす寸ご。それは例えば、都市計画及市街地建築物法

の法典の溌端、更に続いて現在の建築基準法並に建築士

法の制定、そして耐火建築促進法と、其の他構造基準等

色々の社会穏和j に就ての問題を取り上げi 1 l 1び、寄与し続

けて来たのは、この協会であった。

そしてこれは実に優秀な会員各位の御協力でゐり今も

併続いて各積委員会の活動なのである 。 しかしこの協会

の特徴として、実にあらゆる閥的なものには左右きれな

い建築界総力の会員層に倹る民主的団体が奇しくもお年

前に発足していたのでゐる。

日本の終戦以来叫ぴ続けられている民主自由的なもの

より、既に先にあって、片岡育司会長の遠見にI D { の下るの

を感じつつ、現、竹般会長のうるわしい御人絡により人

々の集う協会は、正に働きｾりの年齢を迎えたのであ

る。

以上の如〈社会的大きな薗の活動があまりに色大事過

ぎて協会会会貝の隅々迄、ヒ. y ト感じられないもの色無

理からぬ事であろう。それは無形的活動であり、会員個

々にも有形的に関係のない事もある。此処に協会の義務

のーっとして此の無形的活動のエユ{ スを会員に知らせ

ねばならな L 、。と同時に会会員の一人ー人漏れな〈有形

的にf主すものに此の機関誌であり、機関誌の向上の意義

がここにもあると思う。

(36頁より鋭< )

補瑚の対象を定める告示

大阪市告示第 188 号

大阪市耐火建築促進条例第 6 条に規定にする補助の対象

は当該耐火建築物の池上第 1 階よ b第 3 階までの部分と

する。

昭和27年10月 1 日

大 阪 市 長 中 井 光 次

40 

そこで協会としては予算の大半を機関誌に投' 入してい

るが、実際の収入は予算遇制こ行っていないし、支出ば

確実に支 出され、良い ものえの悠i ! は支出 の地加を益 すで

ばかりである。ここになみなみならぬ苦労と努力があり

やっと本年の三月以後雑誌ぞ白〈したのも始何に苦しい

患いであったか、続いてこ、に色彩版の搭載する，努力を

御察し願い皮し、。

今回の特集号に就て除乍ら 、御援助下きった竹中工務

j吉の御好意を感謝しつつ、いまも細身に濠身の努力者? 協

会の為に捧げる経理的責任者Tこる大和常務理事: の理解に

対し、編集委員会は敬意を表している。其の他にも、常

利な無視し、比の文化活動に技術的な努力に熱心な印刷

者ナこる研文字土々主にも感謝せ 5 るを得なし、。それはまる

で「建築と社会誌後援会」が出来たように関西に於ける

文化活動の慾望は燃えている。

どうか、ポケットに文無しが、 3 万代の新型タタ シー

に乗ったような編集委員会を 1 日も早〈自家用者・に黙り

ｾえきしてもらえるように、会員各 ｴ 立の御王理解を頂き皮

レ。人の人ナこる所以は人と人との結合にあって、建築界

の総力を綜合発揮し国家主上会に奉仕する。協会会員の機

関誌「建築と社会」ぞ会頁を天然色として総ての傘貝平

等に分配附来得る秘訣は一つに会員各位の協会への 熱 情

にあると思う 。

編集委員会は比の辺で「泣かす' ば、泣かして見せる時

鳥」から「泣か子ば泣〈までまとう時鳥」に変らねばな

らぬかと思いつつ早1!! 月が来て新春も真近になった。

12月号は創立35年記念事業の羽衣住宅展示会を掲載す

る予定であり 、ペγ リレーとして編集後胞を中村綱縞集

軍軍事にお願いする。( 編集委員 飯田締次郎記)

E書 績 と 社 会

第 3 3輯 第 1 1 号

売価 1 部80円 ( 送料共〉

昭和27&手10月26日印刷・昭和27年11月 1 日溌行

編集発行人 沖 田 誠

犯 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ島3 ノ3朝日ピノレ

電 話 北 浜 @1 3 3 4 - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 6 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 者 綿 野 争終

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社電結盛婿@2056. ｾ＠



庖座室長屋坂松
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東京都中央区銀座 6 丁 目 1番 地

起 工 昭 和26年 6 月

竣 工 昭 和27年 10月
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地 下 3 階 地 上 7 階 塔 屋 3 階

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

31 米 ・最 高 音[1 軒 高 4 3 米
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株 式 会 社 松 坂 屋 銀 座 居

衛 生 諸 設 備 概 要

1) 上 水 給 水 設 備

東側及西側道路都水道本管より 2本 (3吋) のサ

ービスメーンパイプを分l技建物内に引込み地下

3 階受水槽に受水し之より上水揚水ポンプ151P

にて屋上搭屋 2 階露台( 地下 3 階より約164尺)

の屋上水槽( 容量約16砲) に揚水し水槽ーよりは

重力式に依り洗面総厨房等約 260 個所に給水し

ます。

2) 井 水 給 水 設 備

本工事はボアーホールポンプ (251P x  2台) によ

り地下水を地下 3 階撃井 2 個所より地下 3 階 床

下内沈砂糟及井7. 1 0 狩水槽に貯水し之より井水揚

水ポンプ (l 51P) にて屋上塔屋2階露台井水槽(約

16姐) に揚水し水槽よりは霊力式に依り大小便

器洗機水 ・撒 水 ・冷凍機冷却水 ・其の他約 210

個 所に給水します。

3) 給 湯 設 備 工 事

地 下 3 階汽健室内ストレーヂタンク 2 臨を設置

蒸汽加熱管により加熱されたる湯水を洗面器厨

房業の他約 180 個所に給湯します。

4) 消 火 設 備

地下 3 階ポンフ。室内に消火ポンフ。301Pを設備し

各 階48個所の自家消火栓並消防署専用の消火栓

に接続し非常の際は消火栓位置設置押釦発停装

置により ポンプを起動します。情建物表面東側

外壁にサイヤーミースコンネクジョン l 個 を 設

け消防署のボンフ・により梢水を受ける様になっ

ています。

5) 排 水 通 気 設 備

l 階以上の各務具の排水は夫々取纏め都下水道

本管に直接放流します。

地 下 1. 2ふ 階 の 排 水 は 地 3 階床下の汚水槽 ・雑

排水槽に導き排水ポンプ ( 7.51P) により都下水

道本管に排出放流します。向ほ通気は還状通気

配管により屋上に取出しであります。

6) 衛 生 器 具 設 備

洋 風 大 便 器 . . ..・ ・・ U ，..... 38 ・・・ 1 組

0  ・ー ・・・・・0 ・0 ・ ・U ，..... 21 ・0 ・0 ・.10 総

和 風 大 使 務 ・べ. ，. ... .・ () ，..... 1 .. .. .. ... 78 組

N 型小便器ー. . .. .. .. ..... . . . U，..... 30 .. ・・・ 11 組

0  ・ ー …. .. ......lJ ，..... 29 . ・・・ 5 組

11 . . . . . .. .  ....・ U ，..... 37 .... .. .. .  2 組

壁矧・小便器・・・ー ーー ・ー・ .....u，..... 23 . ・ 64 組

洗面務- … . . . . . . . .. . L ，..... 300.. 一2 組

0  ・・・・4 ・ ・・ 0 ・L ，..... 175 ・3 組

0  ・・0 ・・ ・・ r，，..... 91 D. . . . . . 33 組

0  ・… .. .. ............. L - 2 5 M.. ・・ 2  組

0  ・ ・・・ ・.. . . L""" 2 .. ... ・ 2 組

0 ・. ... . ............... L - 1 . ・ 80 組

手 洗 器 ・ 一 一 • ..・・ r ，- 60 ・…・ 1 組

0  ・・........ ... .. . ....... r ，- 15........ .  2  ｾ 且

0  ・・・・ ・ーー・ー・0 ・0 ・L - 57 ・・ .31 ;$且

ゲ ー・・ ・・ー・ ・. . ... L - 5 .. .... .. . 2 組

実 験 流 し … ・0 ・ L - 1 3 7 ・ 1 組

陶 器 流 し ・0 ・・ . S K，..... 6  ・3 組

見ロップシンクー・ ・ー. .. ..... ... S  K""" 22 A .  .... 19 組

洗 液 流 し .... ....".. .. S K - 36.. .... .. 1 組

水 呑 器ー・ ・・ ・ s- 45.. .. ・2 組

7) 本設備に使用せる主なる機器類

上 水 受 水 神f 鉄板製角型巾 1，5∞粍 x 長 さ

4，0∞粍× 高2，500粍 1 基

屋上水槽( 上水井水用中仕切にて使用) 1 基

鉄板製角型巾 3，650粍× 長さ

4，250粍× 高2，350粍

上水揚水ポンプ 電動機直結.fJii 型ターピンポンプ 2 台

75粍 x 500立/ 分 x 57米 >< 151P

井水揚水ポ y フ・ 11  2 台

ポ ア ー ホ { ノレ

ポ 7 ・ 電動機直結竪型タ{ ピンポ y フ・ 2合

ン ヌ

125粍 x 10，000石/ 日 x 25I P

温水循還ポ y フ・ 鴛動機直結倹型セ y トP ヒユカノレ

ポンプ 1 合

50粍 x 250立/ 分 >< 6米 x 1 W

^ トレーヂ 鉄板製丸型直径850粍

タンク × 長 1，520粍 2  ;; 毒

消 火 ポ y プ電動機直結機型 F ーピンポ y フ・1 合

100粍 x 850立/ 分 x 75米 x 30I P 

消火栓 口 径 Ｑ ｾ 吋 ｝ｊｴＮＮ Ｒ ｾＱ サ 48倒

汚水排水ポンプ 電動機直結怒型ナンク ロック

ポン フ. 2 ム

“ 口

100粍 x 900立/ 分 x ＱＸ 米 ｸ Ｗ ｾ ￦

雑排水ポ y フ・ 電動機直結竪型ピルヂポン プ 2 台

ＱＰ Ｐ 粍 ｸ ＸＵＰ 立Ｏ分 ｸ ＱＸ 米 ｸ Ｗ ｾ ￦

以 上
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